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世
の
中
を
わ
た
り
く
ら
べ
て
今
ぞ
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
波
の
鳴
門
は
浪
風
ぞ
無
き

予
は
第
二
の
故
郷






と
し
て
徳
島
に
住
す
る
事
殆
ん
ど
四
十
年
、
為
に
数
十
回
鳴

門
を
渡
り
た
る
も
、
暴
風
激
浪
の
為
め
に
苦
し
め
ら
る
る
事
を
記
憶
せ
ざ
る
な

り
。
然
る
に
今
や
八
十
一
歳
に
し
て
既
往
を
回
顧
す
る
時
は
、
数
十
回
の
天
災

人
害
は
、
思
い
出



す
に
於
て
も
粟
起





す
る
を
覚
う
る
事
あ
り
。
然
れ
ど
も
今
日






迄
無
事
に
生
活
し
居

る
は
、
実
に
冥
々
裡





に

或
る
保
護
に
頼

る
を
感
謝
す
る
の

み
。

明
治
三
十
四
年
に
は
、
我
等
夫
婦
に
結
婚
後
五
十
年
た
る
を
以
て
、
児
輩





の
勧

め
に
よ
り
金
婚
式
の
祝
を
心
ば
か
り
を
挙
げ
た
り
。
然
る
に
か
か
る
幸
福
を
得

た
る
の
み
な
ら
ず
、
身
体
健
康
、
且
つ
僅
少
な
る
養
老
費
の
貯
え
あ
り
。
此
れ

を
保
有
し
て
空
し
く
楽
隠
居
た
る
生
活
し
、
以
て
安
逸
を
得
て
死
を
待
つ
は
、

此
れ
人
た
る
の
本
分
た
ら
ざ
る
を
悟
る
事
あ
り
。
亦
曾



て
予
想
し
た
る
事
あ
り
。

夫

れ
我
国
た
る
や
、
現
今
戦
勝
後
の
隆
盛
を
誇
る
も
、
然
れ
ど
も
生
産
力
の
乏

し
き
と
国
庫
の
空



な
る
と
は
、
世
評
の
最
も
唱
う
る
処
た
り
。
依



て
我
等
老
夫

婦
は
、
北
海
道
に
於
け
る
最
も
僻
遠






な
る
未
開
地
に
向
う
て
我
等
の
老
躯
と
、

僅
少
な
る
養
老
費
と
を
以
て
、
我
国
の
生
産
力
を
増
加
す
る
の
事
に
当
ら
ば
、

国
恩
の
万
々
分
の
一



を
も
報
じ
、
且
亡
父
母
の
素
願





あ
る
を
貫
き
、
霊
位
を
慰

す
る
の
慈
善
的
な
る
学
事
の
基
礎
を
創
立
せ
ん
事
を
予




め

希
望
す
る
事
あ
る
を

以
て
、
明
治
三
十
五
年
徳
島
を
退
く
事
と
せ
り
。
然
る
に
我
等
夫
婦
は
此
迄






医

業
を
取
る
の
み
に
て
、
農
牧
業
に
経
験
無
き
を
以
て
、
児
輩
及
び
知
己
親
族
よ

り
其
不
可
能
を
以
て
思
い
止

む
べ
き
を
懇
切
に
諭
さ
れ
た
る
も
、
然
れ
ど
も
我

等
夫
婦
は
確
乎





と
决
心
す
る
所
あ
り
、
老
躯
と
僅
少
な
る
資
金
と
本
よ
り
全
成

効
を
得

べ
か
ら
ざ
る
も
、
責
め
て
は
資
金
を
希
望
地
に
費
消
し
、
一
身
た
る
や

骨
肉
を
以
て
草
木
を
養
い
、
牛
馬
を
肥



す
を
方
針
と
す
る
の
み
。
成
る
と
成
ら

ざ
る
と
は
、
只
天
命
に
在
る
と
信
ず
る
の
み
。
故
に
徳
島
を
発
す
る
時
は
、
其

困
苦
と
労
働
と
粗
喰






と
不
自
由
と
不
潔
と
を
以
て
、
最
下
等
の
生
活
に
当
る
の

手
初
め
と
し
て
、
永
く
住
み
慣
れ
た
る
旧
宅
を
退
き
、
隣
地
に
在
る
穀
物
倉
に

莚

を

敷
き
た
る
ま
ま
に
て
、
鍋
一
つ
に
て
、
飯
も
汁
も
炊
き
、
碗
二
つ
に
て
最

も
不
便
極
ま
る
生
活
し
一
週
間
を
経
て
、
粗
末
な
る
を
最
も
快
し
と
し
て
、
旅

行
中
に
も
此
れ
を
主
張
し
て
、
粗
喰
不
潔
の
習
慣
を
養
成
せ
り
。
故
に
北
海
道

に
着
し
て
、
仮
り
に
札
幌
区
外
の
山
鼻






の
畑



の
内
に
一
戸
を
築
き
、
最
も
粗
暴

な
る
生
活
を
取
り
、
且
つ
此
迄






慣
れ
ざ
る
の
鎌
と
鍬
と
を
取
り
、
菜
大
根
豆
芋

等


を
手
作





し
て
喰

料








を
補
い
、
一
銭
に
て
も
牧
塲
費
に
貯
え
ん
事
を
日
夜
勤

む
る
の
み
。
然
る
に
甞



て
成
効
し
て
所
有
す
る
の
樽
川
村








の
地
に
は
、
其
年
に

は
風
損






と
霜
害






と
に
て
半
数
の
収
益
を
※
じ
た
り
。
為
に
悲
境
を
見
る
事
あ
り
、

大




に
失
望
し
て
、
更
に
粗
喰
と
不
自
由
と
を
以
て
勤
め
て
其
損
害
の
幾
分
乎

を

償

わ

ん
こ
と
を
勤
め
た
り
。
三
十
六
年
に
は
主
務
な
る
又
一






は
一
年
志
願
兵
と

な
り
、
其
不
在
中
大
雪
に
馬
匹





の
半
数
を
斃



し
た
り
。
三
十
七
年
に
は
相
与






に

困
苦
に
当
る
の
老
妻
は
死
去
せ
り
。
続
い
て
又
一
は
出
征
し
、
同
秋
に
至
り
病

馬
多
く
、
有
数
の
馬
匹
を
斃
し
た
り
。
為
に
予
は
一
時
病
む
事
あ
る
も
、
幸




に

復

常







せ
り
。
又
一
は
三
十
九
年
五
月
帰
塲






せ
り
。
予
は
三
十
七
年
迄
は
夏

時

の
み
牧
塲
に
在
る
の
み
。
故
に
其
概
略
を
知
る
の
み
。
片
山
八
重
藏










夫
婦
の
最

初
よ
り
今
日
迄
の
詳
細
を
知
る
に
は
及
ば
ざ
る
な
り
。
依



て
予
が
見
聞
す
る
処

の
概
略
を
記
し
て
、
後
年
に
至
り
幾
分
か
創
業
の
実
况
を
知
る
が
為
な
ら
ん
か
。

本


よ
り
此
れ
を
世
人
に
知
ら
し
む
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
我
子
孫
た
る
者
に

3



其
創
業
の
困
難
な
る
の
一
端
を
知
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
婆
心





た
る
の
み
。

　
　
明
治
四
十
三
年
八
月
※

別







停
車
塲








開
通
の
近
き
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
一
老
　
白
里





　
関
寛






誌


す
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十
勝
国








中
川
郡








本
別
村








字


斗
満





　
　
関
牧
塲
創
業
記
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
十
一
老
　
白
里
　
関
寛
誌
す

　
　
　
　
　
　
（
一
）

明
治
三
十
三
年
八
月
、
又
一
は
札
幌
農
学
校
在
学
中
シ
ホ
ホ
ロ
迄
来



り
、
同
地

に
て
実
地
を
検
し
て
且
つ
出
願
せ
ん
と
す
。

三
十
四
年
一
月
、
又
一
は
釧
路
を
経
て
※

別







に
来



る
。

同
年
五
月
、
斗
満
原
野
三
百
万
坪
余
の
貸
付
許
可
を
得
た
り
。

同
年
七
月
、
又
一
農
学
校
卒
業
す
。
直





に
※
別
に
来
る
。

同
年
十
月
、
藤
森
彌
吾
吉










に
左

の
牛
馬
を
追
わ
せ
て
愛

冠







に
至
ら
し
む
。

　
　
牛
八
頭
　
馬
廿
一
頭
。

明
治
三
十
五
年
三
月
十
七
日
、
片
山
八
重
藏
夫
婦
樽
川






を
発
し
、
北
宝
号








、
耕



煙
号






、
瑞
※
号









、
札
幌
号
の
四
頭





を
追
う
て
、
落
合
迄
滊
車
に
て
着
。
（
中

略
）
。
廿
五
日
藤
森
彌
吾
吉
夫
婦
が
牛
馬
を
飼
育
す
る
の
愛
冠
の
小
屋
に
着
し
、

同
居
し
て
雪
の
溶
け
る
を
待
つ
。
五
月
二
十
四
日
早
朝
発
に
て
斗
満
に
向
う
。

愛
冠
に
は
我
小
屋
の
み
に
て
、
夫

れ
よ
り
斗
満
迄
十
二
里
間
は
更
に
人
家
無
く
、

…
…
…
其
困
難
た
る
や
言
語
筆
紙
の
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
…
…
…
片
山
夫

婦
、
藤
森
彌
吾
吉
夫
婦
、
西
村
仁
三
郎











、
谷
利
三
郎









、
土
人
一
名
合
せ
て
七
名
、

同
夜
九
時
※
別
第
五
十
四
号
に
あ
る
測
量
出
張
員
の
仮
り
に
用
い
た
る
の
小
屋

あ
り
て
此
れ
に
着
す
。
…
…
…
四
五
日
に
し
て
小
屋
の
木
材
を
切
り
取
り
、
樹

皮
を
剥
ぎ
て
屋
根
と
し
、
且
つ
四
囲
を
構



い
、
或





は
敷
き
て
座
敷
と
せ
り
。
…

…
…
夫
れ
よ
り
開
墾
し
て
六
月
十
八
日
迄
に
一
反
半
を
開
き
、
燕

麦







牧
草
を

蒔
付






た
り
。

廿
七
日
、
仮
馬
舎







に
着
手
し
て
、
七
月
一
日



出
来
あ
が
り
た
り
。

七
月
一
日
、
又
一
着

塲








せ
り
。

八
月
十
日
、
寛



は
餘
作





を
同
伴
し
て
初
め
て
来
塲
す
。
寛
は
餘
作
が
暑
中
休
業

に
て
五
郎
同
行
来
札






す
る
を
以
て
、
五
郎
を
母
の
許



に
残
し
、
同
五
日
発
に
て

牧
塲
に
向
う
。
落
合
迄
滊
車
、
夫
れ
よ
り
国
境
の
嶮



は
歩
行
し
、
清
水
に
て
一

泊
。
夫
れ
よ
り
帯
広
に
出
で
、
来
合
わ
せ
た
る
又
一
に
面
話
し
、
一
泊
。
高
島

農
塲
に
一
泊
。
利
別






一
泊
。
足
寄






に
て
渋
田





に
一
泊
し
、
西
村
氏

が
傷
を
診



す
。

翌
日
土
人
一
名
を
案
内
と
し
て
傭



い
、
乗
馬
に
て
早
発
し
、
細
川
氏
に
て
休
み
、

後

三
時
牧
塲
に
着
す
。
其
実
况
は
左

に
。

細
川
氏
に
て
茶
を
饗
せ
ら
れ
て
径
路
を
通
行
し
、
「
ト
メ
ル
ベ
シ
ベ
イ
」
に
て

十
伏
川








を
渡
る
。
河
畔





に
鉄
道
測
量
の
天
幕
あ
り
。
一
名
の
炊
夫





あ
り
て
、
我

牧
塲
を
能
く
知
る
。

最
も
懇
篤






に
取
扱
い
く
れ
た
る
は
う
れ
し
。
茲



に
て
弁
当
を
喰





す
。
茶
を
饗
せ

ら
れ
た
り
。
此
迄






は
人
家
無
く
、
附
近
に
も
更
に
人
家
無
し
と
。
河
畔
に
土
人

小
屋
あ
り
。
此
れ
鱒



を
捕

る
な
り
と
。
此
れ
よ
り
山
間
の
屈
曲
せ
る
処
を
通
る
。

径
路
あ
る
も
、
然
れ
ど
も
予
が
目
に
は
知
る
事
能



わ
ざ
る
な
り
。
数
回





川
を
渡

り
、
峻

坂







を
登
り
、
オ
ヨ
チ
に
至
る
。
此

処

は
最
も
密
樹
の
繁
茂
せ
る
の
間

を
く
ぐ
る
に
は
、
鞍



に
か
じ
り
つ
き
て
も
尚
危
く
、
或





は
帽
を
脱
せ
ん
と
す
る

事
あ
り
、
或
は
袖
を
枝
に
か
ら
ま
れ
て
既
に
一
身
は
落
ち
ん
と
す
る
事
数
回






な

り
。
且
つ
大
樹
の
為
に
昼
尚
暗
く
、
漸
く
案
内
者
の
跡
を
慕
う
の
み
。
頗




困

苦

す
る
も
、
先
ず
無
事
に
亦
河
を
渡
り
、
平
坦
の
原
野
に
出
で
た
る
も
、
ま
た
密

林
あ
り
。
（
現
今
ク
ン
ベ
ツ
）
且
つ
行

く
処
と
し
て
倒
れ
た
る
大
樹
あ
り
て
、

其
上
を
飛
越
え
、
或
は
曲
り
或
は
迂
回
す
る
等



は
、
迚



も
言
語
を
以
て
語
り
筆

紙
を
以
て
尽
す
べ
か
ら
ざ
る
あ
り
。
亦
一



の
驚
き
た
る
あ
り
、
オ
ヨ
チ
に
て
は

5



蝮

多

く
し
て
、
倒
れ
木
の
上
に
丸
く
な
り
て
一
処






に
六
七
個
あ
る
あ
り
。
諸
方

に
て
多
く
見
た
り
。
其
度
毎








に
ゾ
ッ
と
し
て
全
身
粟
起





す
る
を
覚
え
た
り
。

平
坦
地
を
通
り
過
ぐ
る
の
処
に
密
林
あ
り
、
湿
地
あ
り
、
小
川
あ
り
。
其
傍





ら

に
蕗



の
多
く
生
え
た
る
あ
り
。
蕗
葉






は
直
径
六
七
尺
、
高
さ
或
は
丈
余
な
る
あ

り
。
馬
上
に
て
其
蕗
の
葉
に
手
の
届
か
ざ
る
あ
り
。
試




に

携




う
る
処
の
蝙
蝠
傘

を
以
て
比
す
る
に
、
其
大





さ
は
倍
な
り
。
此
れ
よ
り
川
を
渉



り
て
原
野
に
出
で

た
り
。
（
今
の
伏
古
丹







）
。
行

く
事
十
丁
ば
か
り
に
し
て
湿
地
あ
り
、
馬
脚
を

没
し
馬
腹





に
至
る
。
近
傍
の
地
に
は
蘆



を
生
じ
、
其
高
さ
は
予
が
馬
上
に
あ
る

の
頭





を
掩

う
あ
り
。
此
れ
を
過
ぎ
、
東
に
は
川
を
隔
て
て
密
樹
あ
る
の
山
あ
る

を
見
る
。
亦
平
坦
の
地
に
至
る
。
西
に
は
樹
木
の
生
ず
る
山
あ
り
。
北
に
は
樹

木
無
く
、
平
坦
な
る
の
高
き
地
に
緑
草
の
繁
茂
す
る
を
見
た
り
。
更
に
能
く
凝

視
す
る
に
馬
匹





を
つ
な
ぐ
「
ワ
ク
」
あ
る
を
覚
え
た
り
。
故
に
偶
然
に
此
れ
我

牧
塲
な
る
か
と
思
い
つ
つ
、
更
に
北
に
向
う
て
進
む
に
、
一



の
広
き
湿
地
あ
り
。

馬
脚
は
膝
を
没
す
る
も
馬
腹
に
至
ら
ず
。
此
れ
を
過
ぎ
て
次
第
に
登
り
、
平
坦

地
に
至
る
。
少
し
の
高
低
あ
る
の
み
な
る
広
く
大
な
る
原
野
あ
り
。
内
に
道
路

あ
り
、
幅
六
七
尺
に
し
て
十
字
形
を
為
し
て
東
西
に
分
れ
、
南
北
に
分
れ
た
る

を
見
た
り
。
余
り
不
思
議
な
る
を
以
て
、
か
か
る
無
人
境








に
て
此
道
路
は
何
た

る
や
を
土
人
に
問
う
。
土
人
答
て
曰
く
、
此
れ
は
関
牧
塲
に
し
て
、
馬
の
往
来

す
る
が
為
に
か
く
は
な
り
た
り
と
。
爰



に
至
り
て
は
予
は
実
に
う
れ
し
く
し
て
、

一
種
言
う
べ
か
ら
ざ
る
の
感
に
う
た
れ
て
、
知
ら
ず
識
ら
ず
震
慄






し
て
且
つ
一

身
は
萎

靡

る
が
如
き
を
覚
え
た
り
。
此
時
た
る
や
、
精
神
上
に
言
う
べ
か
ら
ざ

る
の
感
を
為
す
は
、
こ
れ
終
身
忘
る
る
事
能
わ
ざ
る
べ
き
な
り
。
故
に
今
日






に

於
て
も
時
々
思
い
出
す
事
あ
り
。
あ
あ
此
現
状
に
遇
す
る
に
於
て
は
大
満
足
た

る
や
如
何
な
る
憂
苦
困
難
を
重
ね
た
る
も
、
此
れ
に
て
万
難
を
打
消
す
べ
き
を

感
じ
た
り
。
あ
あ
世
人
は
斯
く
の
如
き
の
実
境
を
得
る
事
を
知
ら
ず
、
只
空
し

く
一
身
一
家
を
固
守
す
る
の
人
に
て
は
、
予
が
此
現
状
を
得
る
事
無
き
人
に
対

し
て
自
ら
誇
る
の
み
な
ら
ず
其
人
を
あ
わ
れ
に
思
う
な
り
。
尚
牛
馬
の
多
く
群

れ
た
る
を
遥
に
見
つ
つ
河
を
渉



る
。
（
斗
満
川
）
。
川
畔






に
牛
馬
の
脚
痕






の
多

き
を
見
る
。
新





に
柵
を
以
て
囲
め
る
を
見
た
り
。
こ
こ
に
至
り
て
尚
う
れ
し
。

進
ん
で
少
し
登
り
て
行

く
に
、
樹
間
に
小
屋
を
見
る
。
喜
ん
で
進
ん
で
着
す
る

に
、
片
山
夫
婦
谷
利
太
郎
は
大
に
喜
ん
で
迎
え
ら
る
る
は
実
に
う
れ
し
。
然
る

に
奇
遇
に
も
土
人
は
鱒
弐

尾

を
捕
り
た
る
を
以
て
、
調
理
し
て
晩
飯
を
喰





し
て

眠

に

つ
け
り
。
此
夜
は
恰





も
慈
母
の
懐
に
抱
か
れ
た
る
心
地
し
て
、
大
安
堵
せ

り
。

　
小
屋
は
四
間





に
六
間
に
し
て
、
堀
立
柱









に
樹
皮
を
屋
根
と
し
、
草
を
以
て

　
四
囲
を
構
え
、
草
を
敷
き
て
座
敷
と
し
、
外



に
便
所
一
つ
あ
る
の
み
な
り
。

　
片
山
夫
婦
、
彌
吾
吉
、
利
太
郎
の
四
名
な
り
。
家
具
着
類
は
不
自
由
な
が
ら

　
も
僅
に
用
を
便
ず
る
の
み
。
臥
し
て
青
草






を
握
り
、
且
つ
星
を
眺
む
る
な
り
。

　　
此
際
は
殊
に
小
虫
多
く
、
眼
口
鼻
に
入
る
為
め
に
、
畑
に
出



る
に
は
何



れ
も

　
覆
面
し
て
時
々
逃
げ
て
小
屋
内
に
て
休
息
す
。
便
処






に
て
も
時
々
「
タ
イ
マ

　
ツ
」
の
様
な
る
も
の
を
携
う
る
事
と
せ
り
。
此
れ
は
小
虫
は
火
を
嫌
う
を
以

　
て
、
小
虫
を
避
く
る
の
為
め
な
り
。

十
二
日
、
七
時
よ
り
放
牧
塲
（
ノ
フ
ノ
ヤ
ウ
シ
）
即
ち
昨
日
見
る
処
に
至
り
て

馬
匹
を
観
ん
と
欲
し
、
彌
吾
吉
王
藏
同
行
せ
り
。
現

塲







に
至
り
、
彌
吾
吉
は

馬
匹
の
群
を
一
見
し
て
馬
匹
中
に
異
動
あ
り
、
或
は
不
足
な
り
と
て
、
尚
調
査

す
る
に
、
仔
馬
一
頭
は
熊
害






に
て
臀
部
に
裂
傷
あ
る
を
見
た
り
。
尚
瑞

※







北


宝


も
見
え
ざ
る
を
以
て
、
或
は
昨
夜
熊
害
の
他



馬
匹
に
も
及
ぼ
す
事
あ
る
か
と

て
、
王
藏
に
命
じ
て
尚
馬
匹
を
集
め
て
調
査
す
る
に
、
瑞
暲
北
宝
両
種
馬





の
見

え
ざ
る
を
も
っ
て
深
く
案
じ
た
る
も
、
両
種
馬
は
遥
に
他

群
馬
中
に
見
え
た
り
。

且
つ
数
十
頭
の
遠
く
よ
り
揃
う
て
急
馳






す
る
の
勢
い
盛
な
る
を
見
、
且
つ
其
迅
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速
な
る
を
見
て
は
、
実
に
言
う
べ
か
ら
ざ
る
の
大
快
楽
を
覚
え
た
り
。
且
つ
予

は
幼
時
小
金
原








に
て
野
馬
捕







と
て
野
に
放
ち
た
る
馬
を
集
め
て
捕
る
を
見
た
る

事
を
想
起
せ
り
。
然
れ
ど
も
彼
時






は
只
眼
に
て
観
る
の
楽




な

る
の
み
な
り
し
も
、

現
今
我
牧
塲
と
し
て
か
か
る
広
漠
の
地
に
て
、
且
つ
多
数
の
我
所
有
た
る
馬
匹

の
揃
う
て
進
み
て
予
に
向
う
て
馬
匹
等
は
観
せ
た
し
と
の
意
あ
る
が
如
き
を
感

じ
て
、
更
に
一
種
言
う
べ
か
ら
ざ
る
の
感
あ
り
。
其
内
に
追
々
進
み
て
近
き
に

来
り
、
瑞
暲
北
宝
は
無
事
に
群
中
に
あ
り
て
大
に
安
堵
せ
り
。
然
る
に
彼

の
両

種
馬
は
、
予
が
傍
ら
に
来
り
て
心
あ
る
が
如
く
最
も
親





く
接
し
た
り
。
他
馬
匹

も
同
く
、
予
は
群
馬
の
中



に
囲
ま
れ
て
、
何



れ
も
予
に
接
せ
ん
事
を
欲
す
る
が

如
く
最
も
親
し
く
慣
る
る
は
、
此
れ
一
種
言
う
べ
か
ら
ざ
る
の
感
あ
り
。

昨
夜
熊
害
は
仔
馬
一
頭
を
傷



め
た
る
の
み
な
り
。
創



は
裂
創






に
し
て
、
熊
の
爪

に
か
け
ら
れ
た
る
も
逃
げ
出
し
て
無
事
な
り
と
。

熊
は
時
々
馬
匹
に
害
を
与
う
る
を
以
て
、
甞



て
ア
イ
ヌ
一
名
を
傭
置






き
、
一
頭

を
捕
れ
ば
金
五
円
宛



を
臨
時
賞
と
し
て
与
う
る
こ
と
と
せ
り
。

十
七
日
、
又
一
帰
塲
せ
り
。
依



て
又
一
を
先
導
と
し
て
、
餘
作
同
道
に
て
ウ
エ

ン
ベ
ツ
山



に
登
る
。
川
を
渉
り
、
或
は
沿
岸
を
往
き
、
或
は
樹
間
或
は
湿
地
を

通
行
す
る
に
、
熊
の
脚
痕






臥
跡






あ
り
。
漸
く
進
ん
で
半
腹






に
至
る
に
、
大
樹
の

多
き
に
驚
け
り
。
中
に
は
我
等
の
三
囲






四
囲






等


の
老
樹
多
き
に
驚
け
り
。
山
頂

に
登
り
、
近
く
は
斗
満
※
別
、
遠
く
は
阿
寒
山
を
眺
め
、
近
き
渓
々






は
緑
葉
樹

の
蓊
鬱






た
る
を
望
み
、
西
に
斗
満
の
蓊
鬱
た
る
を
望
み
、
近
き
西
に
は
斗
満
川

を
眺
め
た
り
。
帰
路
※
別
に
出
で
た
る
に
、
土
人
小
屋
あ
り
、
一
人






の
住
す
る

無
き
も
、
傍
ら
に
熊
送
り
の
為
め
熊
頭






を
木
に
刺
し
て
久
し
く
晒
し
た
る
を
以

て
白

色







と
な
れ
る
数
個
を
見
た
り
。
珍
ら
し
く
覚
え
て
一
個
を
携
え
帰
れ
り
。

昨
夜
仔
馬
一
頭
斃



れ
た
り
。
此
れ
熊
害
に
か
か
り
た
る
も
の
な
り
。

十
八
日
、
餘
作
と
共
に
寛
は
発
足
す
。
又
一
、
八
重
藏
は
、
放
牧
塲
迄
見
送
り

く
れ
た
り
。
放
牧
の
牛
馬
は
、
予
を
慕
う
が
如
き
を
覚
え
た
り
。

十
一
月
七
日
、
又
一
札
幌
に
向
う
て
発
す
。
此
れ
三
十
六
年
志
願
兵
と
し
て
一

ヶ
年
間
騎
兵
に
服
役
す
る
為
め
な
り
。

　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

本
年
は
樽
川
の
畑
は
風
損
霜
害
に
て
収
穫
大





に
※
じ
た
り
。
依
て
我
等
夫
婦
殊

に
老
妻
は
大
に
此
れ
を
憂
い
て
、
此
損
害
の
為
め
に
収
穫
※
ず
る
を
以
て
、
牧

塲
に
大
に
関
係
す
る
を
以
て
、
此
れ
を
償





わ
ん
が
為
め
に
、
我
等
夫
婦
は
未



だ

慣
れ
ざ
る
畑
仕
事
を
為
し
、
屋
敷
内
に
て
菜
大
根
及
び
午
蒡





人
参
等
を
植
付
け

て
喰

料








を
助
け
て
、
一
日






に
責
め
て
は
我
等
夫
婦
の
喰
料
た
る
白
米
を
五
勺

宛


に
て
も
※
ず
る
時
に
は
、
一
ヶ
月
に
は
何
程
か
費
用
を
※
じ
て
、
其
金
員
を

貯
え
て
又
一
が
手
許
に
て
牧
塲
の
資
本
た
ら
し
め
ん
事
を
日
夜
怠
ら
ず
。
更
に

初
め
て
寒
地
に
来
り
て
彼
此
に
慣
れ
ざ
る
が
為
め
に
、
知
ら
ざ
る
裏



に
空
費
あ

る
を
も
省
略
せ
ん
と
欲
し
て
、
或
は
夕
食
に
は
干

菜

を
粉

と
し
て
雑
炊
と
し
、

或
は
製
粉
処
に
て
粗
末
に
て
安
価
な
る
も
の
を
求
め
て
団
子
と
し
て
喰





す
る
等

は
、
実
に
恥
ず
べ
き
の
生
活
を
為
し
た
る
も
、
却
っ
て
健
康
な
る
を
以
て
、
日

中
は
夫
婦
共
に
畑
に
出
で
鍬
鎌
を
握
る
為
め
に
、
手
掌






は
腫
れ
、
腰
は
痛
む
も
、

耐
忍
し
て
怠
ら
ず
。
然
れ
ど
も
本
年
は
最
初
た
る
を
以
て
、
樽
川
の
収
入
に
て

若
干






の
予
定
を
※
ず
る
を
補
わ
ん
が
為
め
に
て
、
决
し
て
焦
眉
の
急
を
防
ぐ
の

為
め
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
我
等
の
子
孫
た
る
者
は
、
此
れ
を
忘
る
る
時
は
、

必
ず
や
家
を
亡
す
に
至
る
べ
き
な
り
。

　
　
馬
匹
五
十
二
頭

　
　
牛
七
頭

　
　
蒔
付






一
町
余

　
　
ソ
バ
、
馬
鈴
薯







、
大
根
、
黍
は
霜
害
に
て
無
し
。
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（
二
）

明
治
三
十
六
年

五
月
廿
六
日
、
寛
は
王
藏
に
送
ら
れ
て
牧
塲
に
着
す
。

同



三

十
日
に
は
、
寛
は
蕨
を
採
り
て
喰
料
を
補
わ
ん
と
し
て
、
草
鞋
は
き
に
て

藁

叺







を
脊
負
い
、
手
に
は
小
な
る
籠
を
持
ち
、
籠
に
満



る
時
は
藁
叺
に
入
る

る
事
と
せ
り
。
然
る
に
片
山
夫
婦
は
予
に
告
げ
て
曰
く
、
通
例
の
和
服
に
て
は
、

小
虫
を
防
ぐ
に
は
足
ら
ず
、
迚



も
耐
忍
す
べ
か
ら
ず
と
。
斯
く
示
さ
れ
た
り
し

も
、
強



て
和
服
に
て
股
引
を
は
き
て
出
掛
け
た
り
。
然
る
に
初
め
て
の
事
な
る

を
以
て
、
最
も
近
き
山
に
入

り
、
蕨
を
採
り
た
り
し
に
、
四
囲
よ
り
小
虫
の
集

る
事
は
、
恰





も
煙





の
内
に
在
る
が
如
く
に
し
て
、
面
部
頸



手
足
等
に
附
着
し
て

糠


を
撒
布
し
た
る
が
如
く
に
し
て
、
皮
膚
を
見
ざ
る
に
至
れ
り
。
然
れ
ど
も
甞



て
决
す
る
事
あ
り
て
、
如
何
な
る
塲
合
に
も
耐
忍
す
べ
き
と
す
る
を
以
て
、
強

て
一
時
間
ば
か
り
に
し
て
眼
胞





は
腫
れ
て
、
且
つ
諸
所
に
出
血
す
る
事
あ
り
。

此
痛
み
と
出
血
す
る
と
は
耐
忍
す
る
も
、
如
何





せ
ん
払
え
ど
も
及
ぶ
べ
か
ら
ず
。

加
之





眼
胞
は
腫
れ
て
視
る
事
を
妨
げ
、
口
鼻
よ
り
小
虫
は
入

る
あ
り
て
、
為
め

に
呼
吸
は
困
難
と
な
り
、
耳
内
に
も
入
り
て
耳
鳴
す
る
の
み
な
ら
ず
、
脳
に
感

じ
て
頭
痛
あ
る
を
忍
ぶ
も
、
眩
暈





を
起
し
て
卒
倒
せ
ん
と
す
る
を
以
て
、
無

余

儀


小
屋
に
向
う
て
急
ぎ
逃
げ
去
ら
ん
と
す
る
も
、
目
く
ら
み
て
急
に
走
る
事
能

わ
ず
。
為
め
に
小
虫
は
身
辺
を
囲
み
て
離
る
る
事
無
し
。

漸
く
小
屋
に
帰
り
、
火
辺
に
て
煙
の
為
に
小
虫
の
害
を
脱
す
る
を
得
た
り
。
実

に
尚
一
時
間
も
強
て
耐
忍
す
る
時
は
、
呼
吸
困
難
と
、
視
る
事
能
わ
ざ
る
に
至

ら
ん
乎
。
甞
て
聞
く
処
あ
り
、
小
虫
の
群
集
に
害
せ
ら
れ
て
危
険
に
陥
る
事
あ

り
と
。
予
は
其
実
際
に
当





て
最
も
感
ぜ
り
。
其
以
前
に
片
山
夫
婦
は
予
に
示
し

て
曰
く
、
面
部
は
僅
に
眼
を
残
し
て
木
綿
に
て
包
み
、
頸

囲








も
密
に
巻
き
、

手
足
に
至
る
迄
少
し
も
隙
無
き
様
に
働
き
着
用
の
服
類
を
用
意
し
て
此
れ
を
用

ゆ
る
事
と
。
丁
寧
に
教
え
く
れ
た
る
も
、
予
は
如
何
に
も
我
慢
を
し
て
小
虫
を

忍
ぶ
べ
し
と
強
情
を
主
張
し
た
る
も
、
然
れ
ど
も
実
際
に
当
て
は
迚
も
耐



る
事

能
わ
ざ
る
を
以
て
、
片
山
夫
婦
に
わ
び
し
て
服
従
せ
り
。
依
て
片
山
夫
婦
に
大

に
笑
わ
れ
た
り
。
夫

れ
よ
り
は
彼
を
着
用
す
る
事
と
せ
り
。
其
使
用
は
面
部
は

只
眼
を
出



す
の
み
、
厚
き
木
綿
に
て
巻
き
二
重





と
し
、
頸
部
も
同
じ
薄
藍
色
木

綿
の
筒
袖
に
て
少
し
も
隙
無
き
様
に
し
て
、
且
つ
体
と
密
着
せ
し
む
。
腕
に
て

筒
袖
口
を
く
く
り
、
隙
無
き
様
に
し
て
、
脚
に
は
紋
平






と
て
義
経
袴
の
如
く
に

て
上
は
袴
の
如
く
下
は
股
引
の
如
き
も
の
を
穿
き
、
足
袋
を
は
き
、
足
袋
と
の

隙
を
く
く
る
に
厚
き
木
綿
を
用
ゆ
る
な
り
。
肌
と
着
類
の
間
に
少
し
に
て
も
隙

あ
る
時
は
、
小
虫
は
此
れ
よ
り
刺
す
を
以
て
、
隙
の
無
き
に
注
意
す
る
な
り
。

此


の
如
く
着
用
す
る
の
貌



を
自
ら
は
其
全
体
を
見
る
事
能
わ
ざ
る
も
、
傍
人
の

有
様
を
見
て
、
其
昔
宇
治
橋
上
に
立
ち
て
戦




た

る
一
來
法
師









も
か
く
あ
ら
ん
か

と
思
わ
れ
た
り
。

か
か
る
着
用
に
て
、
炎
熱
の
日
に
畑
に
出
で
た
る
に
は
、
炎
熱
と
厚
着
の
為
め

に
全
身
は
暑
さ
を
増
す
の
み
な
ら
ず
、
汗
出
で
て
厚
く
着
重
ね
た
る
木
綿
衣





は

汗
に
て
流
る
る
が
如
き
に
至
る
を
以
て
、
自




ら

臭
気
を
発
し
て
、
一
種
の
不
快

を
覚
ゆ
る
と
其
苦





さ
と
に
て
、
一
日






に
は
僅
に
三
四
時
間
の
労
働
に
当
る
の
み
。

実
に
北
海
道
の
夏
は
、
日
中
は
最
も
炎
熱
甚
し
く
、
依
て
此
厚
着
に
て
労
働
す

る
が
為
め
に
は
実
に
労



る
る
事
多
し
。
且
つ
畑
の
傍




に

て
朽
木





を
集
め
て
焼
て

小
虫
を
散
ず
る
と
せ
り
。
故
に
少
し
の
休
息
間
に
も
、
火
辺
に
あ
り
て
尚
炎
熱

に
苦
む
な
り
。

予
は
初
め
は
和
服
に
て
蕨
採
り
に
出
で
し
際
に
、
小
虫
を
耐
忍
す
る
事
一
時






ば

か
り
な
る
も
、
面
部
は
一
体
に
腫
れ
、
殊
に
眼
胞





は
腫
れ
て
、
両
眼
を
開
く
事
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能
わ
ず
、
手
足
も
共
に
皮
膚
は
腫

脹







と
結
痂





と
に
て
恰





も
頑

癬

の
如
し
。
為

め
に
四
五
日
は
休
息
せ
り
。
且
つ
頭
痛
と
眩
暈





と
に
て
平
臥





せ
り
。

小
虫
を
防
ぐ
の
着
類
は
揃
い
て
、
皮
膚
及
び
眼
胞
の
腫
れ
も
※
じ
た
り
。
依
て

蕨
採
り
と
し
て
出
掛
て
、
藁

叺







を
脊
負
い
、
手
に
は
樹
皮
に
て
作
り
た
る
小

籠
を
持
ち
、
草
鞋
は
き
た
り
。
然
る
に
小
虫
は
四
囲
よ
り
集
り
、
只
眼
の
み
あ

き
た
る
に
よ
り
、
為
に
眼

囲







に
向
て
集
る
を
以
て
、
絶
え
ず
手
に
て
払
わ
ざ

る
時
は
尚
多
く
集
り
て
耐
ゆ
べ
か
ら
ず
。
依
て
手
に
て
絶
え
ず
払
い
た
り
。
然

れ
ど
も
右

手

に
籠
を
持
ち
、
左
手





に
て
蕨
を
採
る
ゆ
え
に
、
小
虫
を
払
う
時
は

蕨
を
採
る
事
能
わ
ず
。
故
に
時
々
は
籠
を
手
よ
り
離
し
て
、
地
上
に
置
く
事
あ

り
。
為
め
に
蕨
を
採
る
事
少
き
を
以
て
、
翌
日
よ
り
籠
に
紐
を
つ
け
て
頸
に
か

け
て
出
懸
た
り
。
依
て
都
合
よ
く
片
手
に
蕨
を
採
り
、
片
手
に
て
絶
え
ず
小
虫

を
払
い
た
り
。
此
れ
に
て
蕨
は
多
く
採
り
て
、
籠
に
満



れ
ば
叺
に
う
つ
し
て
脊

負
た
り
。
然
れ
ど
も
後





に
は
叺
を
脊
負
い
、
前
に
は
籠
を
さ
げ
て
、
体
に
は
厚

き
木
綿
着
類
を
重
ね
た
る
ゆ
え
に
、
総
身
の
重
き
と
且
つ
前
後
に
ぶ
ら
さ
げ
た

る
ゆ
え
に
、
慣
れ
ざ
る
老
体
に
は
実
に
苦
き
事
多
き
も
、
日
々
勤
め
て
四
五
町

を
隔
て
た
る
処
に
て
採
り
た
り
し
も
、
追
々
耐
忍
力
も
出
来
且
つ
慣
れ
た
る
を

以
て
多
く
採
る
事
と
な
れ
り
。
依
て
尚
多
く
採
ら
ん
と
の
希
望
を
起
し
、
八
九

町
も
隔
り
た
る
所
に
多
く
あ
る
を
知
り
、
且
つ
片
山
ウ
タ
谷
利
太
郎
は
其
近
き

畑
に
て
仕
事
を
す
る
を
以
て
、
其

処

に
出
懸
け
た
り
。
然
る
に
蕨
は
多
く
採
り

て
叺
に
入
れ
た
る
に
、
僅
に
六
七
貫
目
た
る
も
、
予
が
老
体
に
は
重
き
に
耐
え

ざ
る
を
以
て
、
地
上
に
叺
を
置
き
専
ら
蕨
を
採
り
た
り
。
然
る
に
蕨
の
多
く
採

れ
る
を
喜
び
つ
つ
、
小
虫
を
払
う
を
怠
れ
り
。
故
に
小
虫
は
多
く
集
り
て
恰
も

煙
の
内
に
あ
る
が
如
く
に
て
、
予
が
一
身
の
四
囲
を
最
も
濃
密
に
集
り
て
、
且

つ
眼
も
小
虫
の
為
め
に
塞





り
、
十
分
に
見
る
事
能
わ
ざ
る
を
以
て
、
小
虫
の
此

群
集
の
内
を
脱
せ
ん
と
し
て
、
疾
行
し
て
諸
方
に
歩
を
転
ず
る
も
、
其
小
虫
の

群
集
の
内
を
脱
す
る
事
能
わ
ず
。
尚
眼
は
塞
り
て
視
る
事
不
分
明
と
な
り
、
置

き
た
る
叺
を
見
出
す
事
能
わ
ず
し
て
苦
め
り
。
尚
如
何
に
し
て
も
叺
を
見
出
す

事
能
わ
ざ
る
を
以
て
、

無

拠









大
声
を
発
し
て
遠
き
畑
に
在
る
の
利
太
郎
を

呼
び
て
、
漸
く
蕨
を
入
れ
た
る
叺
を
見
出
し
た
る
事
あ
り
。

此
際
は
蕨
の
み
な
ら
ず
、
蓬





も
多
く
採
り
た
り
。
其
時
直



に
用
う
る
時
は
、
黍



と
共
に
蓬
を
以
て
草
餅
と
し
て
喰





す
る
時
は
、
珍




く

味



あ

る
を
何



れ
も
喜
ん
で

喰
す
る
に
よ
り
て
、
大
に
経
済
上
に
於
て
益
あ
り
。
予
は
別



て
草
餅
を
好
む
を

以
て
日
々
の
喰
料
と
せ
り
。
亦
久
し
く
貯
え
て
長
く
用
ゆ
る
に
は
、
煮
て
干
し

上
げ
て
貯
う
る
時
は
、
何

日

も
草
餅
を
喰
せ
ん
と
欲
す
る
時
に
臨
ん
で
草
餅
と

為
す
事
を
得
る
な
り
。
亦
蓬
の
少
き
地
方
に
贈
物
と
し
て
大
に
親
睦
を
取
る
の

事
と
な
る
あ
り
。
当
地
の
蓬
は
殊
に
大





く
且
つ
多
く
、
採
り
易
き
を
以
て
予
は

現
今
の
喰
料
の
み
な
ら
ず
、
貯
う
る
事
と
も
為
し
、
或
は
諸
方
へ
贈
り
も
の
と

し
て
誇
れ
り
。
此
れ
苦
中
の
一
楽
な
り
。
…
…
…
当
地
に
て
は
、
白
米
は
都
会

の
地
に
比
す
れ
ば
倍
額
た
る
を
以
て
、
未
開
地
の
新
住
居
た
る
者
は
、
殊
に
白

米
を
喰
す
る
を
減
ず
る
を
最
も
心

懸







る
は
最
要
方
法
た
り
。
依
て
は
年
中
絶

え
ず
第
一
に
は
馬
鈴
薯







を
多
く
常
喰
す
る
事
に
て
、
第
二
は
諸
種
の
豆
類
を
も

多
く
喰
す
る
を
以
て
、
馬
鈴
薯
と
豆
類
に
は
足
り
て
忌
む
べ
き
を
覚
ゆ
る
あ
り
。

其
際
に
時
々
草
餅
を
以
て
祝
い
の
時
や
或
は
祭
り
の
日
な
ど
用
ゆ
る
時
は
、
何



れ
も
大
に
喜
ん
で
喰
す
る
を
以
て
、
只
都
会
の
草
餅
の
如
く
色
と
香
と
を
以
て

す
る
の
み
に
て
は
名
の
み
な
る
も
、
喰
料
の
助
け
と
し
て
多
く
蓬
を
用
ゆ
る
時

は
、
味
と
共
に
喰
料
を
助
く
る
事
最
も
多
き
な
り
。
尚
雪
中
に
青
物
の
乏
し
き

時
に
此
れ
を
一
同
に
喰
せ
し
む
る
時
は
、
何
れ
も
大
満
足
す
る
者
な
り
。
実
に

僻
地
に
於
て
隣
家
も
遠
く
し
て
平
生
他
の
人
を
見
る
事
な
く
、
亦
語
る
事
少
く
、

他
に
心
を
慰
む
る
も
の
無
き
に
よ
り
、
殊
に
傭
人
等








は
日
々
馬
鈴
薯
と
豆
類
の

み
を
多
く
喰
す
る
を
楽




と

す
る
の
み
な
る
を
以
て
、
折
に
は
異
る
喰

物







を
大
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に
楽
と
す
る
の
み
な
り
。
実
に
未
開
地
に
於
け
る
農
家
の
喰
料
は
、
都
会
人
士

の
知
ら
ざ
る
処
に
し
て
、
其
粗
末
な
る
も
自
然
に
慣
れ
、
且
つ
労
働
多
き
に
由

り
て
消
化
機
能
も
盛
な
る
を
以
て
、
か
か
る
喰
料
に
て
も
却





て
都
下
の
人
よ
り

健
康
を
増
加
す
る
の
み
な
ら
ず
、
生

出







す
る
処
の
児

輩

は
却
て
健
康
と
怜
悧





た
る
が
如
し
。
昔
時





に
於
け
る
山
中
鹿
之
介
坂
田
公
時
も
山
家
育
ち
な
り
。
現

世
に
於
て
は
、
高
木
兼
寛









三
浦
謹
之
助










両
氏
の
如
き
、
最
も
深
山
の
内
に
て
粗

食
に
て
生
長
せ
る
も
、
医
門
の
大
家
た
り
。
あ
あ
自
然
た
る
や
平
均
を
怠
ら
ざ

る
を
感
ぜ
り
。

当
地
の
蕨
は
太
さ
拇

指

の
如
く
、
長
さ
二
尺
以
上
た
る
物
な
れ
ば
、
殊
に
味




あ

り
。
故
に
珍
と
す
べ
し
。
実
に
採
り
て
直





に
木
灰
と
熱
湯
と
を
以
て
ア
ク
出
し

て
喰
す
る
に
も
、
或
は
其
儘
酢
味
噌
或
は
醤
油
酢
に
て
喰
し
、
或
は
煮
て
喰
す

る
時
は
、
最
も
味
多
し
。
亦
此
れ
を
煮
て
干
し
あ
げ
て
貯
う
る
時
は
、
何
時
に

て
も
湯
で
て
水
に
一
二
日
浸
す
時
は
、
原
形
の
如
く
太
く
な
り
て
、
味
あ
り
。

此
れ
も
雪
中
に
は
珍
し
く
喰
す
べ
し
。
且
つ
大
に
喰
料
の
助
け
と
な
る
あ
り
。

或
は
貯
え
置
き
遠
方
に
送
り
て
大
に
珍
重
せ
ら
る
る
事
あ
り
。
且
当
地
に
て
は
、

蕨
と
蓬
と
は
多
く
し
て
且
つ
太
く
て
味
あ
る
を
以
て
、
日
々
採
る
も
尽
き
ざ
る

な
り
。
実
に
天
の
賜
た
る
を
覚
え
た
り
。
昔
時
支
那
に
て
伯
夷





叔

齊







の
高
潔

を
真
似
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
創
業
費
の
乏
き
を
補
わ
ん
が
為
め
に
し
て
、
実
に

都
下
及
び
便
利
の
地
に
住
し
て
衣
喰






す
る
の
人
と
し
て
决
し
て
知
る
べ
か
ら
ざ

る
事
に
し
て
、
か
か
る
卑
吝





を
記

す
る
は
或
は
耻
ず
る
が
如
き
も
、
然
れ
ど
も

未
開
地
に
於
て
成
効
を
方
針
と
す
る
に
於
て
は
、
尚
此
れ
よ
り
も
衣
喰
に
於
け

る
幾
多
の
困
難
に
当
る
を
以
て
、
甘
じ
て
実
行
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
予
が
此
実

際
よ
り
は
更
に
困
苦
と
粗
喰
と
を
取
る
は
、
未
開
地
を
開
墾
す
る
の
農
家
の
本

分
た
り
。
あ
あ
創
業
の
難



い
か
な
。

蕨
蓬
を
採
る
の
時
は
、
樹
皮
の
籠
を
用
い
た
る
も
、
然
れ
ど
も
籠
は
歩
行
す
る

に
ぶ
ら
ぶ
ら
と
し
て
邪
魔
と
な
り
、
或
は
小
虫
を
払
う
に
も
不
便
な
る
を
以
て
、

更
に
木
綿
袋
に
換
え
た
り
。
此
れ
に
て
小
虫
を
払
う
も
手
軽
く
な
り
て
、
大
に

便
利
と
な
り
て
、
蕨
蓬
を
採
る
の
量
多
き
を
喜
び
つ
つ
、
日
々
出
で
て
採
る
事

と
せ
り
。
又
小
虫
を
払
う
事
に
も
慣
れ
て
、
成
丈






小
虫
の
集
ら
ぬ
様
に
避
け
、

或
は
払
う
て
、
左
手





に
蕨
を
握
り
、
且
つ
小
虫
を
払
い
、
右

手

に
て
採
る
。
左

手
に
握
り
余
る
時
は
、
袋
に
入
れ
、
又
袋
に
余
り
あ
る
時
は
叺
に
入
れ
て
、
其

重
さ
六
七
貫
目
以
上
に
至
る
時
は
、
其
重
さ
に
耐
う
る
事
能
わ
ざ
る
を
以
て
帰

る
と
す
る
も
、
然
れ
ど
も
小
屋
を
離
る
る
僅
に
六
七
丁
な
る
も
、
然
れ
ど
も
予

が
肩
に
負
う
事
は
旅
行
の
際
に
は
二
貫
目
ば
か
り
の
重
き
を
以
て
す
る
の
み
。

依
て
六
七
貫
目
以
上
の
重
量
に
至





て
は
、
強
て
耐
忍
す
る
時
は
両
肩
は
其
重
さ

に
よ
り
圧

さ
れ
て
、
其
疼



み
に
耐



る
事
能
わ
ざ
る
を
以
て
、
其
重
さ
に
困
る
事

を
知
る
も
、
蕨
を
採
る
の
際
に
は
少
し
に
て
も
多
く
採
ら
ん
と
欲
す
る
に
傾
き

て
、
知
ら
ず
識
ら
ず
多
き
に
至
れ
り
。
依
て
帰
路
は
僅
に
六
七
丁
な
る
も
、
然

れ
ど
も
既
に
帰
路
に
臨
む
時
は
、
漸
く
十
間
以
上
を
歩
行
す
る
時
は
、
重
荷
の

為
め
に
両
肩
疼
み
、
強
て
忍
ぶ
も
呼
吸
は
促
迫






し
、
尚
忍
ぶ
時
は
涙
と
鼻
汁
と

は
多
く
流
れ
出
で
、
両
肩
の
疼
み
次
第
に
増
す
を
以
て
、
両
手
を
後





に
ま
わ
し

叺
の
底
を
持
ち
あ
げ
て
肩
の
重
き
を
軽



く
す
る
な
り
。
然
る
に
肩
は
軽
く
な
る

も
両
手
に
久





く
耐



る
事
能
わ
ず
。
依
て
亦
両
手
の
労
を
休
ま
ん
と
し
て
両
手
を

前
に
す
る
時
は
、
直





に
叺
を
両
方
よ
り
結
び
た
る
藁
縄
に
喉
頭






を
押



し
め
て
呼

吸
絶



な
ん
と
し
て
痛
み
あ
り
。
依
て
亦
両
手
に
て
藁
縄
を
下
方
に
引
く
時
は
、

喉
頭






を
押
す
は
※
ず
る
も
尚
肩
の
疼
み
は
増
加
す
る
の
み
な
ら
ず
、
両
肩
は
前

後
よ
り
圧
迫
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
殆
ん
ど
痲
痺
す
る
が
如
き
に
至
れ
り
。
全
身

も
弱
り
て
倒
れ
ん
と
欲
し
、
耐
忍
す
る
事
能
わ
ず
し
て
草
上
に
座
し
て
休
息
す

る
に
至
れ
り
。
然
る
に
休
息
す
る
に
よ
り
て
全
身
は
俄
に
安
静
な
る
に
至
れ
る

が
故
に
、
小
虫
は
此
れ
に
て
四
囲
よ
り
群
集
し
て
亦
呼
吸
を
妨
げ
、
或
は
眼
胞

10関牧塲創業記事



に
向
う
て
来
り
て
払
え
ど
も
更
に
散
る
も
亦
来
り
尚
群
集
を
増
加
す
る
に
よ
り

て
、
此
れ
に
も
耐
忍
す
る
事
能
わ
ず
し
て
、
依
て
叺
を
脊
負





て
袋
を
前
に
か
け

て
歩
行
す
る
も
前
の
如
く
困
苦
に
て
、
僅
に
三
十
間
或
は
四
十
間
ば
か
り
に
て

休
息
す
る
が
故
に
、
六
七
町
な
る
の
帰
路
は
一
時
間
余
を
経

る
に
至
れ
り
。
漸

く
に
し
て
小
屋
に
帰
り
て
直
に
横
臥
し
て
言
語
す
る
事
も
出
来
ざ
る
に
至
れ
り
。

少
時
間
は
発
熱
す
る
が
如
き
を
覚
え
て
、
精
神
も
或
は
失
す
る
が
如
く
に
し
て

休
息
す
。
少





く
眠
る
が
如
く
に
し
て
、
漸
く
本
心
に
復
し
た
る
を
待
っ
て
、
或

は
湯
を
呑
み
薯
を
食
す
る
に
其
味




の

言
う
べ
か
ら
ざ
る
の
美
を
覚
え
て
、
且
つ

元
気
つ
き
て
、
夫

れ
よ
り
採
り
た
る
蕨
蓬
を
選
び
わ
け
て
煮
る
に
は
半
日






を
費

す
。
故
に
午
前
に
は
出
で
て
採
り
、
午
後
に
は
煮
て
干
し
あ
げ
る
事
に
当
れ
り
。

依
て
日
々
に
終
日
労
す
る
に
は
予
が
老
体
に
は
最
も
労
苦
た
り
。
午
後
に
は
火

を
た
き
湯
を
わ
か
す
に
は
、
炎
熱
中
に
は
随
分
大
な
る
困
苦
た
り
。
故
に
日
中

に
は
労
に
当
り
自
ら
も
大
な
る
困
苦
を
覚
ゆ
る
も
、
少
し
も
屈
せ
ず
し
て
実
行

す
る
に
は
、
恰





も
地
獄
の
苦
み
も
か
く
や
あ
ら
ん
と
思
う
の
み
。
然
れ
ど
も
予






め
决
す
る
事
た
る
を
以
て
、
生
活
す
る
間
は
耐
忍
す
る
と
せ
り
。
然
る
に
夜

に

入

り
臥
床






に
就
く
時
は
、
熟
眠
し
て
快
き
夢
あ
り
て
、
此
れ
ぞ
極
楽
界
た
る
を

覚
え
た
り
。
故
に
予
は
地
獄
と
極
楽
と
を
一
昼
夜
の
間
に
於
け
る
実
地
に
於
け

る
を
感
ぜ
り
。
依
て
自
ら
心
に
誇
る
処
あ
り
。
あ
あ
予
は
甞



て
徳
島
に
在
る
の

時
に
於
て
、
七
十
歳
を
以
て
古
稀
と
自
ら
唱
え
て
、
僅
少
な
る
養
老
費
あ
る
を

以
て
安
堵
し
て
孫
輩





の
顔
を
眺
め
て
楽
み
と
し
、
衣
食
住
の
足
れ
る
を
満
足
と

す
る
事
に
至
る
の
み
に
止



ま
り
て
、
此
牧
塲
を
創
起
し
て
意
外
の
金
員
を
消
費

し
つ
つ
、
か
か
る
困
苦
に
当
る
事
無
く
ん
ば
、
か
か
る
毎
夜
の
極
楽
園
裡
の
熟

眠
に
て
快
楽
あ
る
夢
を
み
る
事
も
あ
ら
ざ
る
べ
き
乎
と
熟
考
す
る
時
は
、
あ
あ

予
は
大
幸
福
と
云
う
べ
き
乎
、
或
は
大
不
幸
と
云
う
べ
き
か
と
、
自
ら
一
種
言

う
べ
か
ら
ざ
る
の
感
あ
り
。
然
れ
ど
も
人
た
る
者
は
生
活
間
は
苦
ん
で
国
に
対

し
亦
世
に
対
す
る
が
為
め
に
労
苦
を
実
行
す
る
は
此
れ
人
た
る
の
本
分
な
り
と

す
る
時
は
、
或
は
不
幸
に
は
あ
ら
ず
し
て
却
て
大
幸
福
な
り
と
す
べ
く
、
予
は

大
満
足
と
し
て
、
生
活
間
に
於
て
地
獄
と
極
楽
と
の
真
味
を
最
も
能
く
知
れ
る

を
以
て
大
に
誇
る
処
也
。

六
月
二
十
七
日
、
土
人
イ
カ
イ
ラ
ン
熊
の
子
二
頭
を
馬
の
脊



に
載
せ
て
持
来






れ

り
。
此
際
は
蓬
と
蕨
と
を
採
る
に
忙




く

、
日
々
干
し
面
白
く
、
働
く
に
は
頗
る

困
難
な
る
も
、
創
世
記
を
読
み
て
古
今
同
く
労
苦
と
厄
難
と
人
害
と
は
此
れ
創

業
の
取
る
べ
き
を
感
悟
し
て
最
も
満
足
せ
り
。

此
際
に
は
豆
類
甘

藍







等
に
兎
と
鼠
と
日
中
に
て
も
群
を
為
し
て
来
り
食
す
る

や
実
に
驚
く
の
み
。
依
て
百
方
其
害
を
防
ぐ
に
忙
き
も
、
其
効
を
見
る
事
能
わ

ざ
る
な
り
。

七
月
三
日
、
一
奇
遇
あ
り
。
一
官
吏
来
り
泊
す
。
伴



氏
と
告
ぐ
。
然
る
に
予
は

先
年
伴
鐵
太
郎









な
る
者
を
知
れ
り
。
故
に
伴
鐵
太
郎
な
る
者
を
知
る
や
と
問
う

た
り
。
然
る
に
伴
鐵
太
郎
の
二
男
な
り
と
。
予
は
甞



て
長
崎
に
在
り
し
時
、
幕

府
の
軍
艦
に
て
咸
臨
丸








は
長
崎
滞
泊
中
は
該
艦
に
乗
組
の
医
官
無
く
し
て
、
予

は
臨
時
傭
と
し
て
病
者
及
び
衛
生
上
に
関
す
る
事
を
取
り
た
る
事
あ
り
。
其
際

伴
氏
は
上
等
士
官
と
し
て
艦
長
の
代
理
た
り
。
其
際
に
は
最
も
親





く
且
つ
予
と

年
齢
も
同





き
を
以
て
最
も
親
く
せ
り
。
爾
後
政
府
も
代
り
、
数
十
年








を
経
て
互

に
其
音
信
を
為
せ
る
事
あ
り
し
も
、
然
る
に
偶
然
に
同
氏
と
面
会
す
る
に
、
か

か
る
山
間
な
る
僻
地
に
既
往
を
伴
氏
の
実
子
と
語
る
事
あ
る
の
奇
遇
を
感
じ
た

り
。

七
日
、
三
角
測
量
吏
吉
村
氏
は
※
別
山
に
三
角
台
を
建



る
が
為
め
に
来
泊
す
。

此
際
道
路
新
設
に
て
、
請
負
人
堀
内
組
病
者
多
し
と
て
、
藤
森
彌
吾








氏
を
以
て

頼
み
来
れ
り
。
此
れ
我
牧
塲
に
向
う
て
道
路
新
設
た
る
を
以
て
、
喜
ん
で
諾
す
。

此
際
土
方
人
夫
は
逃
げ
て
北
見
に
走
る
者
多
く
続
い
て
来
り
、
予
が
一
名
に
て
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留
守
す
る
に
当
り
て
も
来
り
強
て
喰
物
を
乞
わ
る
る
事
あ
り
。
或
は
川
を
わ
た

り
、
或
は
裏
口
よ
り
突
然
に
来



る
あ
り
。
或
は
跡
よ
り
追
い
来
る
の
人
あ
り
。

其
混
雑
な
る
は
実
に
一
種
の
世
界
た
る
を
覚
え
た
り
。

八
月
廿
七
日
、
初
雪
あ
り
。

九
月
十
六
日
、
堀
内
組
病
者
診
察
と
し
て
愛
冠







に
行
く
に
、
道
を
曲
げ
て
「
ニ

オ
ト
マ
ム
」
に
馬
匹
を
見
ん
が
為
め
に
、
「
ヤ
エ
ン
オ
ツ
ク
」
を
同
行
せ
り
。

王
藏
が
番
小
屋
に
泊
す
。
傍
ら
に
土
人
の
小
屋
を
立
て
て
ヤ
マ
ベ
を
捕
る
あ
り
。

其
の
小
供
は
裸
体
に
て
山
中
を
か
け
走
る
を
見
る
。
ヤ
マ
ベ
を
釣
り
、
味
噌
汁

に
五
升
芋
と
ヤ
マ
ベ
を
入
れ
て
煮
た
る
汁
を
喰
す
。
最
も
妙
味
あ
り
。
且
つ
予

は
倒
れ
た
る
枯
木





の
丸
太
橋
を
彼
方





此
方





と
小
川
を
わ
た
り
な
が
ら
馬
匹
の
遊

ぶ
を
見
る
は
実
に
言
う
べ
か
ら
ざ
る
の
感
あ
り
て
、
恰
も
太
古
に
は
か
く
や
ら

ん
と
思
わ
れ
た
り
。
殊
に
此
地
は
水
清
く
、
南
に
平
原
あ
り
て
沙
地





な
り
。
北

に
は
緑

葉







の
密
に
針
葉
樹
多
く
、
其
奥
に
高
山
あ
り
て
、
為
め
に
小
虫
は
少





し
。

十
七
日
、
雨
ふ
る
も
強
て
発
し
て
愛
冠
に
向
う
。
四
里
間
に
家
無
き
も
、
山
間

或
は
原
野
に
し
て
、
シ
オ
ポ
ロ
川
の
源
に
出
で
、
川
畔
に
傍

う
て
降



る
。
終
日

暴
雨
な
り
。
后

三
時
愛
冠
に
着
す
。
全
身
は
肌
迄
湿





う
た
り
。
夜
中






熟
眠
す
。

夜
半
独
り
覚
め
て
「
ニ
オ
ト
マ
ム
」
の
成
効
し
て
所
有
権
を
得
る
の
後
を
思
う

て
、
尚
全
身
若
が
え
り
た
る
を
覚
え
た
り
。
あ
あ
昨
日





馬
上
に
て
全
身
の
冷
水

に
湿
う
る
を
忍
び
て
、
却
て
大
に
健
康
を
増
加
す
る
を
覚
え
た
り
。

廿
九
日
、
寛
は
札
幌
に
向
う
て
発
す
。

　
　
牛
十
頭

　
　
馬
九
十
五
頭

　
　
畑
地
開
墾
四
町

　
　
牧
草
地
二
十
町

　
　
　
　
　
　
（
三
）

三
十
七
年
一
月
一
日
。

寛
は
札
幌
に
あ
り
て
牧
塲
を
遥
に
祝
す
。

二
月
七
日
、
又
一
帰
塲
す
。

三
月
一
日
、
瑞
暲
北
宝
を
舎
飼






と
し
、
他
の
馬
匹
を
昨
暮






よ
り
さ
る
人
に
預
け

た
り
。
然
る
に
本
年
の
大
雪
に
て
多
く
の
馬
匹
を
傷



め
、
四
十
頭
を
斃



し
た
り
。

或
は
衰
弱
し
て
流
産
す
る
あ
り
。
此
れ
我
家






の
不
注
意
と
、
預
り
人
の
怠
り
と

に
由
る
な
り
。

五
月
廿
八
日
、
寛
は
着
塲
せ
り
。

六
月
十
日
、
又
一
は
札
幌
に
向
う
て
発
す
。
…
…
…
倉
次






氏
よ
り
、
ア
イ
衰
弱

の
報
あ
り
。

十
二
日
、
朝
ア
イ
死
去
せ
り
。

老
妻
は
渡
道
後
は
大
に
健
康
な
り
と
て
自
ら
畑
に
出
で
鍬
を
取
り
、
蔬
菜
豆
類

を
作
り
喰
用
の
助
け
と
し
て
、
一
日






に
一
銭
た
り
と
も
多
く
貯
え
て
又
一
が
手

許
に
送
り
、
牧
塲
の
資
本
を
増
加
せ
ん
事
を
と
て
熱
心
に
働
き
、
自
ら
も
大
快

楽
な
り
と
て
喜
び
居
れ
り
。
然
る
に
昨
年
よ
り
心
臓
病
に
罹
り
、
貧
血
と
な
り
、

次
第
に
一
身
に
疲
労
を
起
し
、
且
つ
痩
せ
て
時
々
心
動
亢
盛
の
発
作
あ
る
も
、

然
れ
ど
も
性
と
し
て
仕
事
好
き
に
て
、
少
し
も
休
息
せ
ず
。
自
ら
も
牧
塲
の
為

め
に
は
一
身
を
尽
す
は
本
よ
り
望
む
処
な
り
と
て
、
労
苦
を
取
り
て
休
ま
ず
。

移
住
後
は
滋
養
の
為
め
と
て
在
東
京
周
助
妻



よ
り
蒲
焼
及
び
鯛
サ
ワ
ラ
等
の
味

噌
漬
其
他
舶
来
品
の
滋
養
物
を
絶
え
ず
送
ら
れ
て
好
み
つ
つ
喰
す
る
も
、
次
第

に
衰
弱
せ
り
。
或
は
温
泉
を
好
む
を
以
て
、
近
所
な
る
山
鼻
の
温
泉
に
も
予
は

同
行
す
る
事
も
あ
り
。
或
は
快
く
、
或
は
発
作
し
、
自
分
に
て
も
此
度





は
迚



も
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全
治
す
べ
か
ら
ざ
る
を
悟
り
て
、
予
に
懇
切
に
乞
う
て
曰
く
、
此
度






は
决
す
る

事
あ
り
、
依
て
又
一
に
面
会
し
て
能
く
我
等
夫
婦
が
牧
塲
に
関
す
る
素
願





た
る

の
詳
細
を
告
げ
示
し
置
き
た
し
、
依
て
牧
塲
に
行
き
又
一
と
交
代
し
て
又
一
を

し
て
早
く
帰
宅
せ
し
め
ら
れ
た
し
と
。
乞
う
事
切
な
り
。
且
つ
此
れ
は
妾





が
大

に
望
む
処
な
り
と
、
数
回





促
さ
れ
た
り
。
予
は
今
世





の
別
れ
と
は
知
り
、
忍
び

ざ
る
も
、
然
れ
ど
も
露
国
に
対
す
る
の
戦
端
開
け
、
又
一
が
召
集
せ
ら
る
る
も

近
き
に
あ
ら
ん
か
、
依
て
速




に

又
一
を
札
幌
に
出
で
し
め
、
責
め
て
は
存
命
中

に
又
一
に
面
会
せ
し
め
て
、
十
分
に
話
を
致
さ
せ
る
と
し
て
出
発
す
る
も
、
心

は
残
り
て
言
う
べ
か
ら
ざ
る
に
迫
ま
れ
り
。
尚
死
後
の
希
望
を
予
に
向
う
て
乞

う
事
切
な
り
。
左

に
。

一
、
葬
式
は
决
し
て
此
地
に
て
執
行
す
べ
か
ら
ず
。
牧
塲
に
於
て
、
卿



が
死
す

　
る
の
時
に
、
一
同
に
牧
塲
に
於
て
埋

め
る
の
際
に
、
同
時
に
執
行
す
べ
し
。

一
、
死
体
は
焼
き
て
能
く
骨
を
拾
い
、
牧
塲
に
送
り
貯
え
て
、
卿
が
死
す
る
の

　
時
に
同
穴
に
埋



め
、
草
木






を
養
い
、
牛
馬
の
腹
を
肥
せ
。

一
、
諸
家





よ
り
香
料
を
送
ら
る
る
あ
ら
ば
、
海
陸
両
軍
費
に
寄
附
す
べ
し
。

五
郎
は
常
に
看
護
を
怠
ら
ず
、
最
も
喰

料








に
は
厚
く
注
意
し
て
滋
養
品
を
取

り
、
且
つ
何
の
不
自
由
無
し
、
故
に
予
が
傍
ら
に
在
ら
ざ
る
も
少
し
も
差
支
無

き
と
て
、
出
発
を
促
せ
り
。
予
が
発
途
後
は
何
等
の
異
状
も
無
し
。
倉
次
氏
は

時
々
来
診
せ
ら
れ
た
り
。
然
る
に
十
二
日
の
朝
は
、
例
に
よ
り
臥
床






を
放
れ
て

便
所
に
行

き
て
、
帰
り
て
座
に
就
く
や
、
暫
時
に
し
て
俄
か
に
面
貌
変
じ
た
り
。

夫
れ
よ
り
只
眠
る
が
如
く
に
し
て
絶
息
せ
り
。
急
ぎ
て
倉
次
氏
を
迎
う
る
も
、

最
早
致
す
べ
き
無
し
。

然
る
に
近
隣
及
び
知
人
は
集
り
て
五
郎
を
助
け
、
東
京
へ
も
電
信
を
発
し
、
マ

ス
キ
は
キ
ク
、
ヒ
デ
を
同
行
に
て
来
り
、
厚
く
葬
儀
を
営
み
、
且
つ
遺
言
に
よ

り
骨
は
最
も
能
く
拾
い
て
集
め
箱
に
入
れ
置
き
た
る
を
、
予
は
其
後






に
自
ら
負

う
て
牧
塲
に
帰
り
て
保
存
せ
り
。
ア
ア
三
十
五
年
に
徳
島
を
発
す
る
時
は
、
老

体
な
が
ら
も
相
共
に
手
を
携
う
る
も
、
今
や
牧
塲
に
は
白
骨
を
存
す
る
の
み
。

肉
体
無
き
も
、
無
形
の
霊
た
る
や
予
が
傍
ら
に
添
う
て
苦
楽
を
共
に
為
す
を
覚

え
た
り
。
早
晩
予
も
形
体
は
無
き
に
至
る
も
、
一
双
の
霊
魂
は
永
く
斗
満
の
地

上
に
在



て
、
其
盛





な
る
を
見
て
楽





ま
ん
事
を
祈
る
。

　
亡
き
魂



よ
、
こ
こ
に
来
り
て
、
諸
共
に
、
幾
千
代
か
け
て
駒
を
守
ら
ん
。

　
秋
の
夜
の
、
俤




う

つ
る
夢
さ
め
て
、
ね
や
に
た
だ
き
く
川
風
の
音
。

廿
九
日
、
餘
作
来
塲
し
て
予
を
慰
む
。

寛
は
亡
妻
の
病
め
る
や
既
に
不
治
に
し
て
必
死
た
る
べ
き
を
决
定
す
る
を
以
て
、

死
去
後
に
は
憂
い
と
は
思
わ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
亦
忘
れ
ん
と
欲
す
る
も
、
如

何


せ
ん
精
神
上
に
於
け
る
言
う
べ
か
ら
ざ
る
の
欝
を
以
て
し
、
且
つ
全
身
は
次

第
に
衰
弱
し
て
喰
料
を
※
じ
、
動
作
困
難
に
し
て
、
耳
鳴
眩
暈





し
て
読
書
す
る

に
も
更
に
何
の
感
も
無
く
、
亦
喰

物







に
味
無
く
、
只
恍
惚
た
る
の
み
。
餘
作

に
も
語
り
合
い
、
此
儘
に
て
空





く
沈
欝
に
陥
る
時
は
、
或
は
如
何
に
転
変
す
る

に
至
ら
ん
乎
と
、
自
ら
も
此
れ
を
案
じ
、
餘
作
も
共
に
慰
め
く
れ
て
、
此
際
に

は
精
神
上
一
大
変
化
を
実
行
し
て
、
此
難
関
を
一
掃
す
べ
き
の
大
奮
励
を
要
す

べ
き
を
悟
り
、
此
れ
が
為
め
に
は
先
ず
例
年
暑
中
に
は
海
水
浴
を
実
行
す
る
を

以
て
、
此
れ
に
習
い
今
回
は
温
別






に
て
行
い
、
且
つ
甞



て
高
岡
氏
よ
り
釧
路
支

庁
長
に
向
う
て
予
が
為
め
に
厚
意
を
報
ず
る
の
一
通
あ
り
、
未
だ
釧
路
に
出
で

ざ
る
を
以
て
、
此
一
通
を
釧
路
支
庁
長
に
呈
し
、
且
つ
予
が
現
状
と
牧
塲
の
現

状
と
を
語
る
べ
し
、
更
に
甞
て
予
が
厚
く
信
ず
る
処
の
二
宮
尊
徳
翁
の
霊
位
を

藻
岩
村







二
宮
尊
親






氏
の
家
に
至
り
て
親





く
拝
せ
ん
、
且
つ
其
遺
訓
を
も
拝
聴
し
、

及
び
遺
書
を
も
親
く
拝
読
せ
ん
事
を
切
望
し
、
尊
親
氏
に
も
約
す
る
処
あ
る
を

以
て
、
此
れ
を
実
行
せ
ば
或
は
精
神
上
に
於
け
る
と
転
地
療
法
と
を
二
つ
な
が

ら
全
う
せ
ん
事
に
决
し
、
七
月
五
日
餘
作
同
行
に
て
発
途
。
足
寄
橋
に
て
別
れ
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て
餘
作
が
後

貌








を
遥





に
眺
め
て
一
層
の
脱
力
を
覚
え
た
る
も
、
強



て
歩
行
し
、

漸
く
西
村
氏
に
泊
す
。
此
際
に
近
藤
味
之
助











氏
は
学
校
に
在
勤
し
て
慰
め
く
れ

た
り
。

然
る
に
其
後
両
日
間
は
非
常
な
る
暴
雨
に
て
、
休
息
し
、
晴
れ
を
待
っ
て
発
す

る
に
、
セ
ン
ビ
リ
川
は
増
水
し
て
、
漸
く
増
人






を
以
て
渡
る
。
其
日
上
徳






氏
に

泊
し
、
夫
れ
よ
り
釧
路
に
出
で
た
る
も
、
支
庁
長
不
在
な
る
を
以
て
書
状
を
置

き
、
帰
路
白
糠






軍
馬
補
充
部
を
一
見
し
て
菅
谷





氏
に
一
泊
し
、
温
別
に
て
海
水

に
浴
す
。
此
際
は
汽
車
は
浦
幌






迄
通
ず
る
の
み
。
浦
幌
に
泊
し
、
豊
頃






に
至
る
。

前


九
時
な
り
。
此
れ
よ
り
十
勝
川
を
渡
り
藻
岩





村
に
向
わ
ん
と
す
。
然
る
に
昨

日
迄
は
満
水
に
て
渡
船
無
き
も
、
今
日






に
至
り
漸
く
丸
木
舟
に
て
渡
す
と
て
川

向
に
着
す
。
川
に
は
流
材
多
く
危
険
に
し
て
、
泥
水
と
腐
草
と
は
舟
を
妨
げ
る

事
あ
り
し
な
り
。
然
る
に
藻
岩
村
に
行
く
の
道
路
に
向
う
て
僅
に
四
五
十
間
行

く
に
、
昨
日
迄
の
洪
水
は
去
れ
ど
も
、
瀦
水






は
膝
を
浸
す
。
尚
行
く
に
従
う
て

深
き
が
如
し
。
依
て
渡

人







な
る
土
人
に
其
詳
細
を
聴
く
に
、
道
路
は
深
く
し

て
腰
を
浸
す
べ
し
、
強



て
藻
岩
に
行
く
に
は
堤
防
を
行
き
、
夫
よ
り
畑
の
中
を

通
り
、
遥
に
見
ゆ
る
処
の
小
屋
に
至
り
、
夫
れ
よ
り
間
道
を
通
ら
ば
藻
岩
に
至

る
と
。
依
て
土
人
を
傭





て
、
助
け
ら
れ
て
行
く
と
せ
り
。
然
る
に
泥
水
と
ゴ
ミ

と
流
れ
、
木
材
多
く
、
歩
行
困
難
に
し
て
或
は
倒
れ
ん
と
す
る
事
あ
り
。
依
て

土
人
に
手
を
ひ
か
れ
て
歩
す
る
に
、
深
さ
膝
を
過
ぎ
、
泥
水
中
に
朽
木





を
踏
み

て
既
に
危
く
倒
れ
ん
と
欲
す
る
あ
り
。
或
は
大





な
る
流
材
あ
り
て
、
此
れ
を
跨





り
て
越
え
る
あ
り
。
或
は
畑
の
溝
に
て
深
き
所
あ
り
て
股
を
浸
す
あ
り
。
故
に

一
歩
毎
に
危
く
、
片
手
は
土
人
に
ひ
か
れ
、
片
手
に
は
倒
れ
木
を
握
り
、
或
は

蝙
蝠
傘
を
杖
と
し
て
歩
行
す
る
が
為
め
に
、
胸
迄
泥
水
に
浸
さ
れ
て
、
僅
に
脊

負
う
所
の
風
呂
敷
を
浸
さ
ざ
る
の
み
。
為
め
に
或
は
立
な
が
ら
休
み
、
或
は
泥

水
中
に
倒
れ
木
に
よ
り
て
休
み
て
、
数
回
倒
れ
ん
と
し
た
る
を
遁
る
る
の
み
。

為
め
に
呼
吸
促
迫
し
、
更
に
今

朝







浦
幌
に
て
僅
に
粥
二
椀
を
喰
し
た
る
ま
ま

に
て
、
豊
頃
に
て
は
昼
飯






を
喰
せ
ざ
る
を
以
て
、
追
々
空
腹
を
覚
え
、
殊
に
歩

行
は
遅
く
し
て
、
三
時
頃
に
至
り
彼
の
小
屋
に
着
し
た
り
。
然
る
に
泥
水
の
中

に
三
時
間
余
在
る
を
以
て
、
寒
く
し
て
震
慄
を
覚
え
た
り
。
依
て
農
家
に
頼
み
、

火
に
て
暖
ま
り
、
湯
を
飲
み
た
る
も
空
腹
な
る
を
以
て
食
事
を
乞
う
も
、
黍
飯

な
り
、
且
つ
硬
く
し
て
喰
す
る
時
は
胃
痛
下
痢
を
発
す
る
事
を
恐
れ
て
、
忍
ん

で
藻
岩
村
に
向
う
。
此
間
廿
町
ば
か
り
な
る
も
、
泥
水
の
溜
ま
る
あ
り
、
或
は

道
路
の
破



む
処
あ
り
て
歩
行
甚
だ
究
す
る
も
、
漸
く
二
宮
家
に
着
す
る
を
得
た

り
。
然
る
に
尊
親
氏
は
不
在
な
り
。
妻
君
に
面
会
を
乞
う
に
、
未
だ
一
面
識
無

き
の
み
な
ら
ず
、
大
に
怪
む
が
如
し
。
此
れ
は
予
が
半
体
以
上
は
泥
水
に
汚



れ
、

面
色






も
或
は
異
様
な
り
し
な
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
強
て
尊
親
氏
の
面
会
を
乞
う
。

近
隣
に
あ
り
て
、
帰
宅
す
。
予
が
現
状
を
見
て
大
に
驚
け
り
。
依
て
其
詳
細
を

述
ぶ
る
に
、
俄
に
風
呂
を
わ
か
し
、
着
類
を
洗
い
く
れ
、
負
う
所
の
着
類
を
換

え
て
、
初
め
て
精
神
に
復
し
た
り
。
尚
乞
う
て
粥
を
喰
す
。
空
腹
の
み
な
ら
ず

疲
労
あ
る
と
て
鶏
卵
を
加
え
て
饗
せ
ら
れ
た
り
。
然
る
に
過
般
来







は
喰





味


無
く
、

且
つ
喰
後
は
胃
部
に
は
不
快
を
覚
え
た
る
も
、
今
や
進
ん
で
喰
す
る
を
好
む
も
、

然
れ
ど
も
注
意
し
て
少
量
に
し
て
尚
空
腹
を
覚
ゆ
る
を
耐
忍
せ
り
。
且
つ
尊
親

夫
婦
は
最
も
喰
味






の
調
理
に
意
を
用
い
て
、
漸
次





に
喰
量
を
増
し
、
粥
を
も
少

し
ず
つ
を
濃
く
せ
り
。
実
に
初
め
は
極
薄
き
を
用
い
、
追
々
其
喰
料
を
増
加
し

て
漸
次
に
復

常







し
、
書
を
読
み
、
或
は
近
傍
を
歩
行
す
る
に
至
れ
り
。
然
る

に
尊
親
夫
婦
は
厚
意
を
以
て
日
々
滋
養
品
を
交
々






に
饗
せ
ら
る
る
に
よ
り
、
漸

次
体
力
復
し
た
り
。
従
う
て
精
神
上
に
於
て
も
大
に
安
堵
あ
り
て
、
日
々
尊
徳

翁
の
霊
位
を
拝
し
、
且
つ
遺
訓
と
其
遺
れ
る
二
宮
家
庭
を
視
、
或
は
遺
書
を
拝

写
し
て
、
一
週
間
を
経
て
体
力
復
し
、
精
神
上
の
快
活
を
得
た
り
。
為
に
欝
を

忘
れ
、
喰
気






は
追
々
増
加
し
て
、
一
層
の
快
を
覚
え
た
る
を
以
て
、
彼
家






を
去
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る
に
至
れ
り
。
爾
後
は
漸
次
に
喰
量
を
増
し
、
食
後
の
胃
痛
も
無
く
し
て
、
心

身
復
常
せ
り
。
あ
あ
此
時
に
在
り
て
誤
り
て
空





く
床
上
に
在
て
只
平
臥
す
る
事

あ
ら
ば
、
或
は
心
身
共
に
衰
弱
す
る
に
至
る
べ
き
な
り
。
此
れ
泥
水
の
内
に
在

て
空
腹
に
て
困
苦
す
る
の
み
な
ら
ず
、
過
度
の
運
動
す
る
が
為
め
に
喰
機
を
振

起
し
、
為
め
に
心
身
一
大
変
動
を
起
す
に
至
り
、
尚
尊
徳
翁
の
霊
前
に
侍
し
た

る
の
感
動
に
よ
り
精
神
上
の
活
溌
の
地
に
進
み
、
更
に
尊
親
夫
婦
の
厚
意
の
切

な
る
喰
料
を
饗
せ
ら
れ
た
る
と
を
感
じ
て
、
夫
れ
よ
り
二
宮
家
と
数
層
の
親
睦

を
厚
う
せ
り
。

同



廿

五
日
、
寛
は
帰
塲
せ
り
。

八
月
、
土
人
イ
コ
サ
ッ
ク
ル
我
牧
塲
内
の
熊
害
を
防
ぐ
為
め
に
居
る
と
定
め
て
、

橋
畔
に
小
屋
を
か
け
る
。

三
日
、
馬
、
熊
害
に
か
か
る
。

十
五
日
、
又
一
動
員
令
下
る
の
報
あ
り
。

二
十
日
、
寛
は
又
一
を
見
送
る
が
為
め
に
札
幌
に
向
う
。

二
十
九
日
、
寛
は
又
一
に
面
語
す
。

甞


て
将
来
の
事
を
語
ら
ん
と
欲
し
た
る
も
、
然
れ
ど
も
夫
れ
は
実
に
大
な
る
予

が
迷
い
た
る
の
事
た
る
を
悟
れ
り
。
戦
地
に
出



る
は
、
此
れ
死
地
に
勇
進
す
る

な
り
。
殊
に
世
界
第
一
等
た
る
強
兵
た
る
の
露
国
に
向
う
て
為
す
事
あ
る
は
、

此
れ
日
本
男
子
の
名
誉
た
り
。
殊
に
我
家
に
於
て
は
、
未
だ
戦
地
に
出
で
た
る

男
子
無
し
。
依
て
此
迄
は
我
等
夫
婦
は
世
上
に
向
う
て
大
に
恥
ず
る
処
に
し
て
、

既
に
清
国
と
兵
を
交
う
る
の
際
に
当
て
は
、
実
に
我
等
夫
婦
は
大
に
恥
ず
る
事

あ
り
、
為
め
に
我
等
夫
婦
は
一
身
を
苦
め
て
出
兵
者
及
び
負
傷
者
の
為
め
に
尽

す
の
み
な
ら
ず
、
家
計
の
及
ぶ
限
り
を
以
て
実
行
せ
り
。
然
る
に
其
後
北
海
道

に
来
り
て
牧
塲
に
の
み
傾
き
た
る
も
、
然
れ
ど
も
我
国
に
於
け
る
露
国
と
兵
を

交
う
る
事
あ
ら
ば
、
出
で
て
其
実
行
に
当
ら
ん
と
の
念
を
以
て
、
為
め
に
十
分

に
寒
気
に
耐
う
る
の
習
慣
を
取
り
て
止
ま
ず
。
然
る
に
奇
遇
に
も
永
山
将
軍
に

親
く
せ
り
。
同
将
軍
は
露
国
に
向
わ
ん
事
を
平
生
語
れ
り
。
且
つ
予
に
同
行
を

す
す
む
る
事
あ
り
し
も
今
春
病
死
せ
り
。
依
て
予
は
独
行
す
る
事
は
難
き
の
み

な
ら
ざ
る
を
密





に
思
う
の
み
な
り
。
然
る
に
又
一
が
出
征
せ
ば
、
予
は
残
り
て

牧
塲
を
保
護
す
べ
き
な
り
。
依
て
又
一
が
出
征
は
実
に
我
家
の
名
誉
な
り
、
予

が
大
満
足
な
り
。
故
に
又
一
に
は
牧
塲
の
事
は
一
切
精
神
上
に
置
か
ず
し
て
勇

ん
で
戦
地
に
出
ず
べ
き
事
死
を
决
す
べ
き
を
示
す
の
み
に
て
、
他
は
决
す
る
の

必
要
無
し
、
依
て
又
一
が
名
誉
の
戦
死
あ
ら
ば
、
第
二
の
又
一
を
以
て
素
願
を

貫
く
べ
き
と
し
て
、
更
に
将
来
を
議
せ
ざ
る
な
り
と
决
し
て
、
勇
み
て
別
れ
た

り
。

十
月
二
日
、
寛
は
帰
塲
す
。

寛
が
帰
塲
す
る
や
、
片
山
氏
は
左
の
現
状
を
告
げ
て
曰
く
、
九
月
廿
日
頃
よ
り

斃
馬
病
馬
多
く
、
既
に
此
迄
に
於
て
殊
に
有
数
な
る
の
馬
匹
を
二
十
余
頭
は
斃

れ
、
尚
追
々
病
馬
あ
り
、
此
上
は
如
何
な
る
べ
き
乎
、
關
川
獣
医
の
説
に
よ
れ

ば
、
病
症
不
明
に
し
て
治
療
に
於
け
る
も
拠
る
べ
き
処
な
し
と
、
依
て
今
後
は

如
何
な
る
事
実
に
陥
る
か
。
と
て
片
山
夫
婦
は
勿
論
高
橋
富
藏
も
共
に
大
に
苦

慮
し
て
、
何
れ
も
落
胆
の
極
に
至
り
、
或
は
各
自
决
す
る
事
あ
り
て
一
身
を
退

か
ん
と
欲
す
る
が
如
く
、
且
つ
精
神
沈
欝
し
て
共
に
惨
憺
た
り
。
其
景
况
た
る

や
言
語
に
絶
し
た
り
。
然
る
に
予
は
帰
着
後
未
だ
草
鞋
ば
き
の
儘
な
る
も
、
其

実
况
を
見
る
に
実
に
如
何
と
も
致
す
べ
か
ら
ざ
る
事
た
り
し
に
て
、
予
も
同
く

大
落
胆
す
る
の
み
、
且
つ
言
う
べ
か
ら
ざ
る
の
感
に
打
れ
た
り
。
然
る
に
予
は

大
に
决
す
る
処
あ
り
、
予
が
共
に
沈
衰
す
る
に
至
ら
ば
如
何
な
る
塲
合
に
陥
ら

ん
か
、
依
て
今
後
に
於
け
る
如
何
な
る
事
あ
る
も
、
現
状
を
回
復
す
る
に
は
大

奮
起
せ
ざ
る
に
於
て
は
、
我
が
牧
塲
は
忽
ち
瓦
解
に
帰
せ
ん
や
必
せ
り
と
悟
り

て
、
一
同
に
向
い
大
声
を
以
て
第
一
に
片
山
を
呼
び
、
其
他
を
集
め
て
叱
咜
し
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て
曰
く
、
我
牧
塲
の
現
状
を
恐
る
る
者
あ
ら
ば
、
直





に
我
牧
塲
を
立
退
け
よ
、

と
て
大
に
怒
鳴
り
て
衆
に
告
げ
た
り
。
且
つ
曰
く
、
予
は
生
活
す
る
間
は
决
し

て
此
牧
塲
を
退
か
ざ
る
な
り
、
予
は
生
活
す
る
間
は
コ
コ
を
退
か
ず
し
て
、
仮

令


一
人
に
て
も
止
ま
り
て
牛
馬
の
全
斃
を
待
つ
。
尚
語
を
継
ぎ
曰
く
、
全
斃
の

後
に
至
り
斃
馬
の
霊
を
弔
わ
ん
と
欲
す
る
な
り
、
若

し
幸
に
し
て
一
頭
に
て
も

残
る
あ
ら
ば
後
栄
の
方
法
を
設
く
べ
し
、
我
等
夫
婦
が
素
願
を
貫
く
の
道
な
り

と
信
じ
て
動
か
ざ
る
な
り
、
幸
に
し
て
種
牡
馬









二
頭
は
無
事
な
り
、
依
て
此
上

に
病
馬
あ
ら
ば
、
十
分
に
加
療
を
施
し
て
死
に
至
ら
し
む
る
こ
そ
、
馬
匹
に
対

す
る
の
大
義
務
た
る
べ
き
な
り
、
予
は
老
体
を
忘





て
尚
活
溌
に
至
ら
ん
と
欲
す

る
な
り
、
甞



て
札
幌
に
於
て
は
又
一
が
出
兵
す
る
を
以
て
、
其
不
在
中
は
全
く

独
立
自
営
を
主
と
し
、
官
馬
を
返
納
し
て
一
家
計
を
細
く
立
て
、
其
及
ぶ
限
を

取
ら
ん
と
决
し
た
る
も
、
コ
コ
に
至





て
は
官
馬
は
斃
る
る
も
、
我
牧
塲
と
共
に

予
も
死
す
る
迄
と
し
て
実
行
す
べ
き
を
决
し
た
る
を
告
げ
て
、
大
に
一
同
を
責

め
た
り
。
然
る
に
片
山
初
め
一
同
は
、
予
と
同
情
を
以
て
大
奮
励
す
る
と
し
て
、

何


れ
も
予
が
説
に
伏
し
て
、
初
め
て
復
常
す
る
に
至
れ
り
。
あ
あ
此
時
に
於
て

予
も
共
に
憂





に
沈
み
て
活
気
を
失
う
事
あ
ら
ば
、
或
は
瓦
解
に
至
る
事
あ
ら
ん

乎
。
此
れ
を
熟
考
す
る
時
は
、
予
が
如
き
愚
な
る
も
平
生
潔
白
正
直
を
取
る
の

応
報
と
し
て
、
冥
々
裡





に

於
て
予
を
恵
み
た
る
か
を
覚
え
た
り
。
実
に
予
が
愚

な
る
も
か
か
る
断
乎





た
る
説
を
立



た
る
を
感
謝
す
。
か
か
る
数
回





の
厄
難
を
重

ね
た
る
は
、
此
れ
天
恵
の
厚
き
試
験
た
る
を
感
悟
し
て
、
老
朽
に
尚
勇
あ
ら
ん

事
を
怠
ら
ざ
る
な
り
。

四
日
、
斃
馬
一
頭
あ
り
。

五
日
、
今
日






に
至
り
病
馬
全
く
無
き
に
至
れ
り
。
内
祝
と
し
て
餅
を
つ
く
。

今
日
に
至
り
病
馬
無
く
、
且
つ
一
般
の
順
序
を
得
る
を
喜
び
て
、

　

西
風
吹
送
野
望
清

















　

万
樹
紅
黄
色
更
明






















　

扶
杖
草
鞋
移
歩
処


















　

只
聞
山
鳥
与
渓
声

















此
れ
よ
り
層
一
層
の
勤
倹
を
守
り
、
一
身
を
苦
境
に
置
く
に
勇
進
せ
り
。

十
九
日
、
瑞
暲
号
種
牡
馬







の
検
査
合
格
、
十
勝
国
一
等
の
評
あ
り
。

十
二
月
二
十
日
、
寛
は
七
福
の
夢
あ
り
。

　
　
牛
十
四
頭

　
　
馬
六
十
七
頭
　
今
年
斃
馬
五
十
六
頭
な
り

　
　
　
　
　
　
（
四
）

明
治
三
十
八
年

一
月
一
日

昨
三
十
七
年
は
我
家






の
大
厄
難
た
る
も
、
幸
に
し
て
漸
く
維
持
を
得
た
る
を
以

て
、
尚
本
年
は
最
も
正
直
と
勤
倹
と
を
実
行
し
且
つ
傭

人







等
に
成
丈






便
宜
を

与
え
ん
事
を
怠
ら
ず
、
更
に
土
人
及
び
近
傍
の
農
家
に
も
幸
福
な
る
順
序
を
得

せ
し
め
ん
事
に
勤
め
。
特
に
寛
は
七
十
六
歳
に
し
て
、
昨
年
数
回
の
病
に
罹
る

も
、
今
日
に
至
て
は
健




に

し
て
、
且
つ
本
年
は
初
め
て
牧
塲
の
越
年
た
る
を
以

て
、
如
何
な
る
事
あ
ら
ん
か
と
一
同
配
慮
す
る
も
、
寒
さ
に
も
耐
え
て
、
氷
結

の
初
め
よ
り
暁
夕
毎









に
堅

氷







を
砕
き
、
或
は
雪
を
踏
ん
で
一
日






二
回
は
習

慣
た
る
冷
水
灌
漑
を
実
行
し
止
ま
ざ
る
は
う
れ
し
。
又
一
は
入
営
兵
の
留
主
中







た
る
も
、
先
ず
牧
塲
の
無
事
に
維
持
あ
る
を
謝
す
る
と
、
尚
本
年
は
無
事
に
経

過
あ
ら
ん
事
を
祈
る
と
共
に
、
最
も
衣
喰
を
初
め
仮
令





僅
少
に
て
も
節
約
を
守

り
、
物
品
金
員
を
貯
え
て
牧
塲
費
に
当
て
て
、
又
一
が
無
事
に
帰
る
の
後
に
は
、

更
に
幾
分
か
の
助
け
た
ら
ん
事
を
日
夜
怠
ら
ざ
る
な
り
。

寛
は
昨
秋






よ
り
不
消
化
の
為
め
に
悩
む
事
あ
り
。
其
後
は
喰
慾
は
復
す
る
も
、
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然
れ
ど
も
大
に
喰
量
を
※
ず
る
の
み
な
ら
ず
、
昨
年
迄
は
硬
き
喰
料
黍
飯
等
を

食
す
る
に
好
ん
で
用
い
た
り
し
に
、
其
後
は
少





く
硬
き
も
の
黍
飯
等
を
用
う
る

時
は
、
必
ず
胃
痛
下
痢
等
を
発
す
る
事
と
な
り
た
り
。
然
る
に
一
月
三
ヶ
日
間

は
、
祝
と
し
て
黍
餅
を
雑
煮
と
し
て
喰
し
た
り
し
に
、
三
日
の
夜
大
に
胃
痛
に

て
苦





め
り
。
依
て
四
日
間
は
粥
汁





の
み
を
喰
し
て
復
常
す
る
を
得
た
り
。
然
れ

ど
も
昨
年
よ
り
は
、
一
身
は
大
に
平
均
を
失
う
て
起
居
動
作
に
は
頗
る
困
難
を

覚
ゆ
る
の
み
な
ら
ず
、
記
憶
力
及
び
考
慮
の
上
に
於
て
も
、
大
に
※
乏
を
覚
う

る
の
外
に
、
消
化
器
の
機
能
も
衰
え
て
、
少
く
硬
き
品
を
喰
す
る
時
は
、
忽
ち

胃
痛
を
発
し
嘔
吐
下
痢
す
る
事
あ
り
て
、
総
体
に
於
け
る
衰
弱
す
る
を
覚
え
た

り
。
乍

去







強


て
注
意
し
て
運
動
を
怠
ら
ず
、
更
に
喰
料
に
も
成
丈
軟




き

も
の

を
選
み
、
且
つ
量
に
於
て
も
三
分
一
を
※
ず
る
と
し
て
、
夕
飯
は
必
ず
後
四
時

と
し
て
粥
を
用
い
、
菜
は
淡
泊
な
る
も
の
を
用
う
る
と
せ
り
。
此
れ
に
て
次
第

に
平
均
を
得
る
も
、
尚
注
意
し
て
漸
次
に
復
常
を
得
た
り
。
然
る
に
他
処
に
出



る
時
は
、
余
儀
無
く
喰
す
る
の
時
を
過





り
、
或
は
硬
き
飯
及
び
不
消
化
物
を
食

す
る
時
は
、
胃
痛
下
痢
を
発
す
る
に
は
殆
ん
ど
困
却
せ
り
。
依
て
一
日






の
旅
行

に
は
弁
当
を
携
え
、
一
泊
す
る
時
は
前
以
て
粥
と
時
間
を
早
く
す
る
と
を
頼
む

と
し
て
、
注
意
を
怠
ら
ざ
る
の
み
。
依
て
次
第
に
心
身
共
に
復
常
す
る
を
得
た

り
。
ア
ア
老
境
は
実
に
ア
ワ
レ
な
り
。
依
て
世
上
の
壮
年
者
に
忠
告
す
。
人
た

る
者
は
必
ず
や
盛
衰
の
範
囲
を
脱
す
る
事
能
わ
ず
。
夫
れ
発
育
期
を
経
て
成
熟

期
に
至
れ
ば
、
続
い
て
老
衰
期
の
来



る
を
能
く
銘
記
せ
よ
。
老
人
た
る
や
肉
喰

と
絹
服






と
に
あ
ら
ず
ん
ば
養
う
に
足
ら
ず
と
は
、
古
き
よ
り
訓





た
り
。
実
に
然

り
。
喰
物
は
歯
に
て
噛
む
事
能
わ
ず
。
着
類
も
重
き
に
耐
え
ざ
る
な
り
。
故
に

壮
年
者
は
老
人
に
対
す
る
の
責
任
た
る
を
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
尚
此
れ
よ

り
最
も
注
意
す
べ
き
は
精
神
上
に
於
け
る
無
形
の
感
動
な
り
。
抑




人

た
る
者
は
、

肉
体
よ
り
も
無
形
た
る
精
神
上
の
或
感
動
は
忽
ち
に
し
て
凋

衰







を
来



す
事
多

き
の
み
な
ら
ず
、
或
は
死
に
至
る
事
あ
り
。
故
に
老
人
に
対
し
て
は
安
慰
と
快

楽
と
を
与
う
る
は
壮
年
者
の
大
責
任
た
り
。
依
て
安
慰
、
滋
養
品
、
運
動
と
の

三


は
、
実
に
相
待






て
こ
そ
長
寿
す
べ
き
を
能
く
銘
記
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
る
。
寛

は
幸
に
し
て
此
三





を
以
て
す
る
に
怠
ら
ず
。
幸
に
し
て
精
神
上
の
安
慰
と
滋
養

品
と
は
、
能
く
家
族
の
注
意
あ
り
て
、
絶
え
ず
実
行
を
持
長






せ
り
。
依
て
此
際

は
自
ら
運
動
の
為
め
に
、
或
は
紙
張
物
、
或
は
雪
中
歩
行
等
に
て
運
動
を
怠
ら

ず
。
且
つ
病
者
の
来



る
を
喜
ん
で
診
療
す
る
を
勤
め
、
尚
好
む
処
の
謡





と
鼓
と

を
以
て
楽




と

せ
り
。
二
月
、
亡
妻
の
白
骨
を
納
む
る
の
装
飾
あ
る
外
囲
の
箱
を

片
山
氏
は
作
る
。
出
来
上
る
を
以
て
、
餅
を
つ
き
霊
前
に
供
し
、
一
同
に
饗
し

た
り
。

十
日
、
雪
深
く
し
て
歩
行
し
て
河
に
至
る
事
能
わ
ざ
る
を
以
て
、
冷
水
灌
漑
に

換
う
る
に
雪
中
に
転
ぶ
。

三
月
、
寛
は
種
痘
の
為
め
に
諸
方
に
行
く
。

六
月
、
寛
は
伏
古





の
地
を
検
し
、
帰
路
落
馬
せ
り
。
然
る
に
幸
に
し
て
負
傷
す

る
事
無
き
も
、
然
れ
ど
も
老
体
の
負
傷
あ
ら
ば
或
は
大
に
恐
れ
あ
る
を
感
じ
た

る
を
以
て
、
今
後
は
乗
馬
を
止
む
る
と
せ
り
。

此
際
は
寛
は
蓬





蕨




を
採
る
に
野
に
出



る
も
、
亦
他
の
人
も
蒔
付
に
出
る
も
、
小

虫
は
一
昨
年
に
比
す
れ
ば
半





を
※
じ
た
り
。
昨
年
は
大
厄
難
た
る
を
以
て
、
小

虫
の
事
は
深
く
心
に
置
か
ざ
る
も
、
本
年
は
無
事
た
る
を
以
て
、
又
々
小
虫
の

事
を
彼
此
と
唱
う
る
に
至
れ
り
。

七
月
、
寛
は
海
水
浴
と
し
て
釧
路
に
向
う
。
九
日
に
帰
塲
す
。

廿
八
日
、
又
一
出
征
の
報
あ
り
。

此
際
に
左

の
希
望
を
企
て
た
り
。

　
　
　
積
善
社








趣
意
書

　
維
昔





天
孫
豊
葦
原
を
鎮
め
給
い
し
よ
り
、
文
化
東
漸






し
、
今
や
北
海
辺
隅






に
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至
る
迄
億
兆
斉



し
く
至
仁





の
皇
沢






に
浴
せ
ざ
る
も
の
な
し
。
我
が
一
家
亦
世

　
々
其
恵
を
受
け
、
祖
先
の
勤
功
と
父
母
の
労
苦
と
に
由
り
今
日
あ
る
を
致
せ

　
り
。
豈



幸



な

ら
ず
や
。
さ
れ
ば
我
等
上



は
国
恩
を
感
謝
し
、
祖
先
の
神
霊
を

　
慰
し
、
父
母
に
孝
養
を
厚
う
し
、
下



は
子
孫
の
教
育
を
厳
に
し
、
永
遠
な
る

　
幸
福
の
基
礎
を
定
め
、
勤
倹
平
和
な
る
家
庭
と
社
会
と
を
立
て
ん
事
を
謀
ら

　
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

　
然
る
に
人
生
の
複
雑
な
る
、
安
危
交
錯
し
て
、
吾
人
の
家
庭
と
社
会
と
に
屡






　
不
測
の
惨
禍
を
起
し
て
其
調
和
を
失
う
こ
と
を
免
れ
ず
。
思
う
に
人
生
の
惨

　
禍
は
、
彼

の
厄
難
屡
来
り
て
遂
に
貧
に
陥
り
、
居

る
に
家
無
く
、
着
る
に
衣

　
無
く
、
喰



う
に
食
無
く
、
加
う
る
に
宿
痾






に
侵
さ
れ
、
或
は
軽
蔑
せ
ら
れ
、

　
人
生
に
望
を
失
う
も
の
よ
り
甚





き

は
な
か
ら
ん
。
而



し
て
其
由
来
す
る
所
を

　
繹





れ
ば
、
多
く
は
自
ら
招
く
も
の
な
れ
ど
、
事
茲



に
至
り
て
は
自
ら
其
非
を

　
覚



る
と
雖



ど
も
、
其
非
を
改
む
る
力
な
く
、
或
は
自
暴
自
棄
と
な
り
て
益




悪

　
事
を
為
す
あ
り
、
或
は
空





く
悲
歎
し
て
世
を
恨
み
人
を
怨
む
も
の
あ
り
。
其

　
惨
状
実
に
憐
憫
に
堪
え
ざ
る
も
の
あ
り
。
是
れ
を
救
済
し
、
其
生
活
を
安
全

　
な
ら
し
む
る
は
、
誠
に
人
生
の
一
大
善
根
に
し
て
、
固



よ
り
容
易
の
業
に
あ

　
ら
ず
と
雖
ど
も
、
吾
人
は
其
小
を
積
み
止
ま
ず
遂
に
其
大
を
致
さ
む
事
を
勉



　
め
ざ
る
可

か
ら
ず
。
此



の
如
く
に
し
て
初
め
て
吾
人
の
目
的
に
近





く
こ
と
を

　
得

べ
き
な
り
。

　
我
家






は
北
海
道
十
勝
国








中
川
郡





本
別
村








字


斗
満
の
僻
地
に
牧
塲
を
設
置
し
、

　
塲
内
に
農
家
を
移
し
、
力

行







自
ら
持
し
、
仁
愛
人
を
助
く
る
こ
と
を
特
色

　
と
し
、
永
遠
の
基
礎
を
確
定
し
た
る
農
牧
村
落
を
興
し
、
以
て
此
れ
に
勤
倹

　
平
和
な
る
家
庭
と
社
会
と
を
造
ら
ん
事
を
期
せ
り
。
コ
レ
実
に
迂
老





が
至
願





　
な
り
と
す
。
迂
老
は
幼
に
し
て
貧
、
長
じ
て
医
を
学
び
、
紀
伊
国







濱
口
梧
陵










　
翁



の
愛
護
を
受
け
、
幸
に
一
家
を
興
す
こ
と
を
得
た
り
と
雖




、

僅
に
一
家
を

　
維
持
し
得
た
る
の
み
に
し
て
、
世
の
救
済
に
つ
い
て
は
一
毫






も
貢
献
す
る
所

　
な
し
。
今
に
至
り
初
め
て
大
に
悟
る
所
あ
り
。
自
ら
顧




る

と
き
は
不
徳
※
才





　
事



志




と

違


う
こ
と
多
し
と
雖
、
而



も
寸
善
を
積
み
て
止
ま
ざ
る
と
き
は
、
何



　
れ
の
日
乎

必
成






の
期
あ
る
べ
き
を
信
ず
る
事
深
し
。
乃





ち
先
ず
コ
レ
を
我
牧

　
農
の
小
村
落
に
実
施
し
、
延

い
て
他
に
及
ぼ
さ
ん
こ
と
を
期
し
、
コ
レ
を
積

　
善
社
と
名
づ
く
。
凡



そ
我
社
中
の
人
に
は
、
労
苦
を
甘
ん
じ
、
費
用
を
節
し
、

　
日
々
若
干
金
を
貯
え
て
、
コ
レ
を
共
同
の
救
済
集
金
と
し
、
以
て
社
中
に
安

　
心
を
与
え
、
上



は
国
恩
を
感
謝
し
、
祖
先
の
神
霊
を
慰
し
、
父
母
の
孝
養
を

　
厚
う
し
、
下



は
子
孫
の
教
育
を
厳
に
し
、
永
遠
な
る
幸
福
の
基
礎
を
定
め
、

　
勤
倹
平
和
な
る
家
庭
と
社
会
と
を
立
て
得
る
に
至
ら
ん
事
を
祈
る
な
り
。

　
　
　
明
治
三
十
八
年
　
積
善
社
発
起
　
七
十
六
老
　
白
里





　
關
寛

此
際
亦
胃
痛
あ
り
。

八
日
、
又
一
出
征
の
報
あ
り
。
依
て
餅
を
つ
き
て
祝
う
。

創
世
記
を
読
み
、
創
業
を
銘
記
せ
り
。

十
月
一
日






、
清
水
沢
に
て
紅
葉
を
観
る
。
帰
路
迷
う
。
一
同
に
心
配
を
か
け
る
。

十
五
日
、
寛
は
足
寄
帯
広
方
面
に
出
で
、
二
宮
農
塲
に
滞
留
。

十
一
月
、
寛
は
六
日
帰
塲
す
。

此
際
約

百

記

を
読
み
、
牧
塲
維
持
の
困
難
を
悟
る
。

　
　
　
　
　
　
（
五
）

明
治
三
十
九
年
一
月
一
日

例
に
よ
り
斗
満
川
の
氷
を
破
り
、
氷

水







に
入
り
、
灌
漑
し
て
爽
快
を
覚
え
て
、

老
子
経
を
読
み
、
左

の
語
の
妙
味
を
感
ぜ
り
。

　

不

失

其

所

者

久





















、
　
死

而

不

亡

者

寿
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十
九
日
、
雪
深
く
し
て
川
に
行
く
事
難
し
。
依
て
雪
中
に
転
ん
で
灌
漑
に
代
う
。

二
十
日
、
瑞
暲
と
北
宝
と
が
前

脚







を
挙
げ
て
恰





も
相
撲
の
如
く
し
て
遊
ぶ
を

見
て
楽





め
り
。

三
月
十
日
、
栃
内






氏
よ
り
電
報
あ
り
、
又
一
室
蘭
迄
帰
る
と
。

赤
飯
を
製
し
て
一
同
に
祝
せ
り
。

三
十
日
、
川
氷
解
け
初
め
た
り
。

四
月
四
日
よ
り
日
々
南
方
を
眺
め
、
或
は
ニ
タ
ト
ロ
マ
ッ
プ
迄
行
き
て
、
又
一

が
帰
る
を
待
つ
。

十
三
日
、
後
二
時
、
又
一
無
事
帰
塲
す
。

19



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
命
の
洗
濯
」
警
醒
社
書
店

　
　
　1912
（
明
治45

）
年3

月12

日
初
版
発
行

※
「
旧
字
、
旧
仮
名
で
書
か
れ
た
作
品
を
、
現
代
表
記
に
あ
ら
た
め
る
際
の
作

業
指
針
」
に
基
づ
い
て
、
底
本
の
表
記
を
あ
ら
た
め
ま
し
た
。

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）

を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

※
「
減
」
と
「
※
﹇
＃
「
冫
＋
咸
」
﹈
、
「
恥
」
と
「
耻
」
の
混
在
は
、
底
本

通
り
で
す
。

入
力
：
小
林
繁
雄

校
正
：
土
屋
隆

2005

年3

月16

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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